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むつ市議会第２５８回定例会会議録 第４号

令和５年１２月８日（金曜日）午前１０時開議議事日程 第４号

◎諸般の報告

【一般質問】

第１ 一般質問（市政一般に対する質問）

（１）９番 富 岡 直 哉 議員

（２）16番 浅 利 竹二郎 議員

（３）13番 東 健 而 議員

（４）12番 佐 藤 広 政 議員

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（冨岡幸夫） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は22人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（冨岡幸夫） 本日諸般の報告については、

特に申し上げる事項はありません。

〇議長（冨岡幸夫） 本日の会議は議事日程第４号

により議事を進めます。

◎日程第１ 一般質問

〇議長（冨岡幸夫） 日程第１ 一般質問を行いま

す。

本日は、富岡直哉議員、浅利竹二郎議員、東健

而議員、佐藤広政議員の一般質問を行います。

◎富岡直哉議員

〇議長（冨岡幸夫） まず、富岡直哉議員の登壇を

求めます。９番富岡直哉議員。

（９番 富岡直哉議員登壇）

〇９番（富岡直哉） おはようございます。会派陸

奥未来の富岡直哉でございます。

12月を迎え、今年も残すところあと僅かとなり

ました。何といっても、今年は当市に関わる選挙

が一斉に行われた激動の選挙イヤーでありまし

た。寝ても覚めても選挙で、あっという間の日々

でありました。

９月には自身の市議会議員選挙を迎え、４年前

の選挙戦と比較し、大きく肌で違うと感じたこと

は、子供たち、特に小・中学生の反応でありまし

た。その中でも特に印象的だったのは、放課後に

サッカーをしている少年が、選挙カーが見えると

道路際まで走り 「頑張ってください」と大きな、

声援を送ってくれたことであります。

３月の県議選から始まり、市長選、知事選、市

議選と４度の選挙を通して、当市の子供たちにと

っても政治、そして選挙が身近なものになったの

ではないかと思っております。この経験は、彼ら

が18歳となり有権者となったときには、大きく投

票行動につながるのではないかと心強く思いま

す。

このように、大きな元気をくれた子供たちの未

来を、そして我々の会派名の由来でもあるむつの

未来をしっかりと築いていかなければならないと

決意を新たにしたところであります。

今回は、むつ市の子供たちの未来につながる課

、 、題を中心に むつ市議会第258回定例会に当たり

通告に従い一般質問を行います。市長並びに理事

者の皆様におかれましては、前向きなご答弁をよ

ろしくお願いいたします。

初めに、質問の１項目め、2024年問題について

であります。2024年問題とは、皆様ご承知のとお

り、2024年４月１日以降、自動車運転業務の年間

の時間外労働時間の上限を960時間とする規制が

設けられることによって生じる問題のことであり

ますが、働き手の労働環境が改善される一方、会

社の利益の減少、ドライバーの給与の減少や、そ

れに伴う離職など、この影響が多方面に及ぶこと

が危惧されております。

市としては、本州最北に位置し、県内最大の行

政面積を有する当市の立地条件等も踏まえると、

特に公共交通における影響は計り知れなく、対応

や対策が求められます。
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以上のことから、１点目は、当市の現状認識と

課題について。

２点目は、市民生活の影響について。

３点目は、当市はどのように対策を講じていく

のかお伺いいたします。

次に、質問の２項目め、あおもり国スポ・障ス

ポについてお伺いいたします。国内最大のスポー

ツの祭典である国民スポーツ大会を青森県で開催

するのは、昭和52年のあすなろ国体以来49年ぶり

となり、当市では正式競技４競技と合わせて、本

県初開催となる全国障害者スポーツ大会において

は、バスケットボール競技が開催されます。本大

会まであと３年、リハーサル大会まであと２年を

切り、施設整備をはじめ、選手団の受入体制の構

築など、加速度的に準備が進んでいくものと思い

ます。

また、本年８月に発足されたあおもり国スポ・

障スポ実行委員会において、委員長である宮下知

事は、関係機関と県民が一丸となり、この先50年

レガシーを残せる大会にしたいと述べられている

ことからも、準備と並行して、当市としてどのよ

うに本大会のレガシーを残していくか、考えなが

ら進めていかなければならないと考えます。

以上のことから、１点目は、大会までのスケジ

ュール及び施設整備について。

２点目は、選手及び関係者の宿泊等を含めた受

入体制について。

３点目は、当市としてどのようなレガシーを残

す大会を目指すかについてお伺いいたします。

次に、質問の３項目め、大湊高校・むつ工業高

校の統合に関する県立高等学校教育改革について

お伺いいたします。この県立高校教育改革につい

ては、私自身、これまで複数回にわたり一般質問

に取り上げてまいりましたが、青森県においては

本年７月に新たな教育長が就任し、当市において

は山本市長が就任され、さらにはむつ市独自の検

討委員会がスタートするなど、当市を取り巻く環

境も大きく変化していることから、次の３点につ

いてお伺いいたします。

１点目は、山本市長は県議会議員時代から、こ

の下北統合校については地域の大きな課題として

取り組まれておりますが、改めて市長の立場とし

て、これまでの県立高校教育改革に対する見解に

ついてお伺いいたします。

２点目は、いまだ県教育委員会が示す下北地区

統合校のビジョンが明確になっていないのではな

いかと感じられることから、高等学校が立地する

自治体として、下北地区統合校のビジョンをどの

ように考えているのかお伺いいたします。

３点目は、むつ市独自の検討委員会の進捗と今

後の見通しについてお伺いし、以上、壇上からの

質問といたします。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） おはようございます。富岡直

哉議員のご質問にお答えいたします。

まず、2024年問題につきましては、担当部長か

らの答弁とさせていただきます。

次に、あおもり国スポ・障スポについてのご質

問の１点目及び２点目につきましては、担当部長

からの答弁とさせていただきます。

次に、あおもり国スポ・障スポについてのご質

問の３点目、当市としてどのようなレガシーを残

す大会を目指すかについてお答えいたします。昭

和52年のあすなろ国体が残した競技施設や競技

力、大会運営のノウハウや競技団体の組織力など

は、様々な形で現在に引き継がれているものと考

えております。当時選手や役員として関わった方

々や、ボランティアなどで競技運営に携わった方

々、そして観戦された多くの市民の皆様にとって

は、いにしえのよき思い出、レガシーとして心に

刻まれているのではないかと思います。
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令和８年の国スポ・障スポは、当市出身選手や

青森県代表選手の活躍を期待しつつ、全国レベル

のパフォーマンスを観戦できる貴重な機会であ

、 、り 特に子供たちにはスポーツへの関心が高まり

希望を持ち、夢を膨らませて、スポーツ活動が充

実していくことを期待しております。

市民の皆様におかれましては、一人一人が競技

運営や支援、選手、役員へのおもてなしなど、す

る、みる、支える、知る、いろいろな形で積極的

に参画していただくことで、当市を訪れていただ

く皆様や市民の皆様にとって思い出深い大会とな

り、あすなろ国体に続く新たなレガシーが構築さ

れることを目指してまいりますので、ご理解を賜

りたいと存じます。

次に、大湊高校・むつ工業高校の統合に関する

県立高等学校教育改革についてのご質問の１点

目、これまでの県立高等学校教育改革に対する市

長の見解について、２点目、立地自治体として下

北地区統合校のビジョンをどのように考えている

か及び３点目、むつ市独自の検討委員会の進捗と

今後の見通しについては、関連がありますので、

一括してお答えいたします。

青森県立高等学校教育改革推進計画第２期実施

計画については、青森県教育委員会において検討

を重ねた結果、策定された計画であり、下北地区

統合校については、人口減少が今後ますます顕著

となる中、重点校である田名部高等学校、地域校

である大間高等学校との役割分担をしながら、総

合学科と工業科の統合により、多様な学習による

幅広い知識や視野を身につけさせ、生徒一人一人

の進路志望を実現することを目指す学校であると

認識しております。

下北地区統合校は、令和９年度に開校すること

が決定しておりますが、新たな高等学校が地域の

子供たちにとって夢をかなえるための魅力的な学

びの場となるよう、地域としても積極的に関わる

必要があると考え、本年６月に市主導により下北

地区統合校検討委員会を立ち上げております。こ

れまでの２度の会議では、委員それぞれの立場か

らご意見を伺い、課題の洗い出し等を行っており

まして、市議会の一般質問でいただいたご意見等

につきましても、検討委員会にお伝えしていると

ころでございます。

今後も子供たちの未来を開き、地域に愛される

学校となるよう検討を重ね、県教育委員会が令和

７年度に設置する下北地区統合校開設準備委員会

へ地域の意見を届けてまいりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） 2024年問題について

のご質問の１点目、当市の現状認識と課題につい

てお答えいたします。

2024年問題とは、令和６年４月から働き方改革

関連法が適用開始となり、労働時間の制限等によ

って発生する様々な問題の総称となります。バス

やタクシー事業者の場合、１日の拘束時間が13時

間以内となり、１日の休息期間を継続11時間以上

与えるよう努めることを基本とし、９時間を下回

らないなど、自動車運転者の労働時間等の基準が

改正されます。

当該問題の影響は、運輸業、建設業といった様

々な業種に影響を与えるものと認識しておりまし

て、当市におきましては、バス事業をはじめとす

る交通事業者の皆様へも影響があるものと考えて

ございます。

次に、ご質問の２点目、市民生活への影響につ

いてでありますが、2024年問題によって生じる影

響について市内バス事業者に確認いたしましたと

ころ、現段階においては路線バスにつきましては

減便や廃止といった予定はないと伺っておりま

す。

一方で、スクールバスなどの貸切りバスにつき
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ましては、一部で減便等の影響が生じると伺って

おります。

次に、ご質問の３点目、当市における対策につ

いてでありますが、運転手不足解消のため、二種

免許費用の助成など、交通事業者の運転手確保に

対する支援を検討しつつ、日常の移動手段として

公共交通を使っていただくよう効率的かつ効果的

な公共交通体系への見直しを図り、持続性の高い

公共交通ネットワークの形成を目指してまいりた

いと思っておりますので、ご理解賜りたいと存じ

ます。

〇議長（冨岡幸夫） 民生部長。

〇民生部長（斉藤洋一） あおもり国スポ・障スポ

についてのご質問の１点目、大会までのスケジュ

ール及び施設整備についてお答えいたします。

本年７月20日、日本スポーツ協会理事会は、第

80回国民スポーツ大会の開催地を青森県とするこ

と、その会期を令和８年10月10日から20日までの

11日間とすることを決定いたしました。これに伴

いまして、第25回全国障害者スポーツ大会につき

ましても、青森県での開催が決定されたところで

あります。

あすなろ国体以来49年ぶりに青森県で開催され

る国体、来年からは国民スポーツ大会へと名称が

変わりますが、当市におきましてはローイング、

バスケットボール成年女子、セーリング、フェン

シングの４つの競技と、デモンストレーションス

ポーツとしてフライングディスク、そして全国障

害者スポーツ大会では、知的障がい者の方が参加

できるバスケットボール競技を実施いたします。

大会開催の正式決定を受けまして、当市におき

ましては本年９月13日に競技団体や関係機関、団

体等で構成する準備委員会を、青の煌めきあおも

り国スポ・障スポむつ市実行委員会へと組織改編

し、準備を進めているところであります。

今後は、実行委員会及び調査審議機関として、

実行委員会内に設置する各専門委員会において、

各分野における基本計画や各種対策要項等を検

討、策定し、令和７年のリハーサル大会、令和８

年の本大会の開催に向けた取組を推進してまいり

ます。

当市で行われる正式競技の会場につきまして

は、バスケットボール競技とフェンシング競技が

むつマエダアリーナにて、ローイング競技につい

ては海上自衛隊大湊基地内に特設会場を設定し

て、セーリング競技については大平マリーナ及び

周辺施設において実施いたします。

各競技の施設整備に当たりましては、競技団体

や青森県と連携し、準備を進めているところであ

りますが、今後は令和６年度に競技会場の実施設

計を行い、令和７年度にリハーサル大会、令和８

年度に本大会のそれぞれ会場設営及び撤去業務を

実施することとしております。

今後も施設整備に万全を期し、選手の皆様が最

高のパフォーマンスを発揮できるよう環境を整え

るとともに、ユニバーサルデザインを取り入れた

誰にでも分かりやすい案内表示や、多目的トイレ

を仮設で設置するなど、両大会にふさわしい会場

づくりに取り組んでまいります。

次に、ご質問の２点目、選手及び関係者の受入

体制についてお答えいたします。本年10月に開催

されましたかごしま国体では、選手、関係者及び

一般観覧者も含めて約60万人が鹿児島県を訪れて

おりまして、本県においても同規模程度の来場者

数が見込まれるところであります。

当市開催競技の選手、監督、競技役員数は、ロ

ーイング競技が1,025名、バスケットボール競技

成年女子が275名、セーリング競技が890名、フェ

ンシング競技が450名、合計2,640名となり、これ

らの方々の宿泊想定人数は延べ１万2,500名程度

となる見込みでありまして、その受入体制を整え

ることが円滑な大会運営のために非常に重要であ
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ります。

、 、このことから 大会の開催日程につきましては

主会期である令和８年10月10日から20日までのう

ち、その前半にフェンシング競技、後半にバスケ

ットボール競技成年女子をそれぞれ開催いたしま

す。また、主会期前の９月３日から13日までを会

、 、期前開催期間として その前半にセーリング競技

後半にローイング競技を開催することとしてお

り、大会会期を分けることで、来場者の分散を図

ることとしております。

大会関係者の宿泊施設につきましては、市内は

もとより近隣町村も含む広域配宿を計画しており

まして、今後宿泊事業者や交通事業者、配宿セン

ターを設置運営する青森県と連携し、宿泊施設の

確保に努めてまいりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

〇議長（冨岡幸夫） ９番。

〇９番（富岡直哉） ご答弁ありがとうございまし

た。それでは、再質問させていただきます。

まず、2024年問題についてでありますが、１点

目の当市の現状認識と課題についてと２点目の市

民生活の影響について、合わせた形での再質問と

なります。

ただいまご答弁をいただいた影響というのは、

本当にごく一部であるというふうに認識しており

ます。壇上でも述べましたとおり、雪国でもある

当市の立地条件等を踏まえましても、特に除雪に

、 、おいてはこの問題が懸念されますが 災害の復旧

復興事業においては、上限規制が適用されないと

いうことになっております。除雪については、ど

のような判断基準で災害と認定されるのか、まず

はその判断基準についてお聞きいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 都市整備部長。

（ ） 。〇都市整備部長 木下尚一郎 お答えいたします

市が実施する道路除排雪作業につきましては、

例外規定である労働基準法第33条、災害等による

臨時の必要がある場合の時間外労働等の許可基準

の一つであります雪害に当たります。このことか

ら、当市と除排雪契約を結んでおります事業者が

必要な届出を行うことで、労働の上限規制は適用

されないため、道路除排雪業務への影響はないも

のと考えております。

なお、この例外規定につきましては、労働基準

監督署に確認し、今年度の除排雪業務委託契約の

説明会で事業者さんのほうに周知したところでご

ざいます。

〇議長（冨岡幸夫） ９番。

〇９番（富岡直哉） 除雪については例外であると

いうことで、これまでどおりの除雪が可能という

ことでありましたけれども、今市民生活への影響

ということで一番市内で問題になっていること

は、やはり高等学校のスクールバスが減便になる

可能性があるということであります。

このことについて、現状市ではどのようにこの

状況を把握し、併せて問題解決に向けて検討され

ていることがありましたらお知らせください。

〇議長（冨岡幸夫） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） お答えいたします。

市内バス事業者様からは、脇野沢地区から川内

地区を経由して運行しております高校生向けスク

ールバスが令和６年度より川内地区を発着とする

運行へと縮小し、また部活動終了後の夜の、これ

は第２便です、こちらの運行が廃止になるという

ふうに伺っております。

高等学校への通学問題につきましては、高等学

校の設置者であります青森県が取り組むべき課題

であると認識しており、青森県に通学問題に対す

る支援を求めてまいりたいと存じます。

その上で、市といたしましてバス事業者の運転

手確保に対する支援を検討してまいりたいと考え

ておりますので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） ９番。
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〇９番（富岡直哉） 昨日の一般質問で野中議員も

高等学校の通学バスについて触れられておりまし

た。確かに設置者は青森県でありますけれども、

学校に通っている生徒の大半はむつ市の子供たち

で、バスの運行に関しては市内の事業者が担って

いるというようなのが現状です。青森県が取り組

むべき課題であるというのは重々承知しておりま

すけれども、このままでは４月以降、部活終了後

の便に関しては減便になるというふうに思いま

す。

改めまして市長に伺いますが、このままだと西

通り地区、脇野沢、川内地区の生徒については部

活ができない状態に陥ります。具体的にどのよう

に今後県に求めていくのか、その点についてお伺

いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） スクールバスの現状につきま

、 。しては 丁寧にご説明を申し上げたいと思います

まず、市が青森県に対してこれまでスクールバ

スへの支援を求めてきたのは、川内高等学校、大

畑高等学校が統合され、それぞれ市内の田名部、

大湊、むつ工業高等学校までの費用面に対する支

援を求めてまいりました。その過程の中で、県で

、 、は下宿や通学に係る支援として 下宿は月２万円

通学は月１万円の高等学校奨学金通学費等返還免

除制度を創設していることで今に至っておりま

す。

加えて、県への要望という観点では、11月６日

に行われました知事と市町村長との意見交換会に

おきまして、下北５市町村長及び議長で構成され

ます下北総合開発期成同盟会で出席いたしまし

て、その場でむつ市からのご意見として、岡崎副

議長から高等学校に係る通学補助や県営スクール

バスの運行を県に求めてございます。

また加えて、ここに来て、先ほど企画政策部長

から答弁いたしましたとおり、2024年問題やドラ

イバー不足によってスクールバスを減便せざるを

得ないフェーズに入ってきたと、そういう認識を

持っております。今までは費用面に対する支援を

県に対して求めておりましたけれども、今スクー

ルバスが問題になっているのは、減便に対する支

援をしていかなければならないと理解しておりま

す。

当市といたしましては、県営スクールバスを求

めると同時に、当市の施策として、バス事業者の

運転手確保に対する支援、具体的には先ほど企画

政策部長からも説明ありましたけれども、令和６

年度から二種免許の費用の助成を現在検討してい

るところでございます。これはバス運転手の確保

の支援という意味で、そういった支援を検討して

おりまして、いずれにいたしましても、富岡議員

おっしゃるとおり、市でも困っている高校生、保

護者に何かできることがないか、関係部局一丸と

なって今取り組んでいる状況でありますので、ご

理解を賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） ９番。

〇９番（富岡直哉） ありがとうございました。新

年度までまだ４か月ほどありますので、生徒がひ

としく部活に取り組めるよう、鋭意検討をお願い

いたします。

次に、３点目の当市における対策についてであ

りますが、極論からいって、ドライバーが増えな

ければ、なかなか解決が難しい問題だなと理解を

しております。

私も二種免許の助成が今の考え得る一番の対策

だと思いましたので、それをちょっと提案しよう

と思いましたけれども、先ほどの市長の答弁で分

かりましたので、ここについての再質問はありま

せん。

続きまして、あおもり国スポ・障スポについて

の１点目、大会までのスケジュール及び施設整備

についてでありますが、ローイング競技が海上自
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衛隊の大湊基地内に特設会場を設置するというこ

とでありますが、報道等によりますと、来年度以

降、海上自衛隊の大湊基地内での浚渫工事が行わ

れる予定であります。この浚渫につきましては、

市、そして市議会において長年にわたり要望を重

ねてきた重要な案件でございます。今のスケジュ

ールでいくと、国スポの整備と浚渫の工事と重な

る部分が非常に気にかかりますが、双方に影響が

出ないのか。その辺りの現段階での見通しをお伺

いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 民生部長。

〇民生部長（斉藤洋一） お答えいたします。

浚渫工事についてでありますけれども、本年３

、 、 、月 青森県 そして青森県ボート協会同席の下で

大湊地方総監部を訪れまして、競技について協議

をしたというところでございます。

浚渫工事に関しましては、実際に工事を行う場

合は大会期間に配慮するとのお話をいただいてお

りまして、現状大会への影響はないものと考えて

おります。

以上でございます。

〇議長（冨岡幸夫） ９番。

〇９番（富岡直哉） 次に、２点目の選手及び関係

者の受入体制についてでありますが、会期を分散

させて実施するということでありましたが、宿泊

者の想定は合計で約１万2,500人ということで、

現状むつ市は宿が取れないと言われている状況を

鑑みましても、本当に必要数を確保できるのかと

懸念される部分はあります。特に障スポの開催に

当たっては、選手の宿泊、そして移動におきまし

ては、障がいの特性に応じたきめ細かな対応が必

要だと思いますが、この点について当市の対応策

を改めてお聞きいたします。

また、受入体制で重要な部分は、この国スポ・

障スポを機会にむつ市の魅力をどう発信するかと

いうことだと思いますが、市としてどのようなお

もてなしでもって選手を迎え入れる計画である

か、その点について併せてお伺いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 障スポの選手の宿泊や移動に

ついてのご答弁は、担当部長から答弁させていた

だきますけれども、どのようなおもてなしで選手

を迎えるかにつきましては、大会会場や宿泊施設

をはじめとする市内各施設、主要公共交通機関な

どに歓迎の装飾やのぼり旗を設置しまして、来場

者をお出迎えするほか、会場受付の際には、大会

プログラムに併せて市の観光パンフレット、また

当市オリジナルの記念品の配布を計画していると

ころでございます。

、 、また 大会関係者へのあっせんのお弁当として

むつ市産品を活用したオリジナルメニューの弁当

を製作し、むつ市のうまいを味わっていただくこ

とも検討しているところでございます。

さらに、令和６年度に開催されます第14回日本

ジオパーク全国大会下北大会で培われるおもてな

しのノウハウが下北ジオパークのレガシーとなっ

て、そのレガシーを国スポ・障スポに引き継ぎ、

当市を訪れる皆様が再びむつ市を訪れたいと思っ

ていただけるような大会になるよう、開催準備に

取り組んでまいります。

〇議長（冨岡幸夫） 民生部長。

〇民生部長（斉藤洋一） 全国障害者スポーツ大会

の運営、これにつきましては、実施主体は青森県

実行委員会ということになりますが、市といたし

ましても県、関係団体と連携いたしまして、大会

の円滑な運営に協力してまいりますので、ご理解

を賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） ９番。

〇９番（富岡直哉） 今回あおもり国スポについて

一般質問を行うのに当たりまして、昭和52年のあ

すなろ国体についていろいろと調べていましたと

ころ、当時当市ではどんなおもてなしで選手を迎
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え入れたかという当時の新聞記事を発見すること

ができました。少しご紹介させていただきます。

夕闇に囲まれた大湊湾に６台のネブタが色も鮮

やかに浮かび上がった。ボート競技の会場となっ

たむつ市大湊では、ネブタの海上運行が行われ、

国体歓迎ムードは最高潮ということでありまし

た。

私は、まさにこれだというふうに記事を見て思

いました。会場地であります大湊地区の魅力につ

いても視野に入れつつ、選手団へのおもてなしを

ぜひ検討いただければと思いますので、よろしく

お願いいたします。

次に、３点目の当市としてどのようなレガシー

を残す大会を目指すかについてでありますが、詳

しいところにつきましてはこれからとなるようで

ありますが、目に見える形で後世に残していくと

いう部分も重要であると思いますが、これから施

設整備をしていく部分につきましては、基本的に

仮設で、終了後は撤去されるという認識でありま

すけれども、大会終了後においても、引き続き市

民が利活用できる施設等は残るのか、その点につ

いてお伺いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 昭和52年のあすなろ国体のレ

ガシーといいましょうか、おもてなし、ネブタの

海上運行という話がありましたけれども、本当に

いいアイデアだなと思いますし、それとちょっと

重ねて、ＭＧＦの際に大湊ネブタの町内会の皆さ

んに町内会のネブタの運行体験というのをしてい

ただきましたけれども、本当に海上にこだわるこ

となく、選手の皆さんがネブタを引っ張る機会と

いうのはないと思いますので、路上も含めておも

てなしについて検討してまいりたいと思います。

その上で、大会終了後の引き続き市民の利用で

きる施設があるかにつきましては、施設の整備な

どハード面におけるレガシーとしてセーリング競

技の艇置場所、漕艇の船を置く場所として、むつ

マエダアリーナ南側の市有地を整備することとし

ておりまして、約340艇の競技艇を置くスペース

として、令和６年度に工事を実施する予定でござ

います。大会終了後は駐車場として、むつマエダ

アリーナや、しもきた克雪ドームでの大規模イベ

ントなどで活用できるものと考えてございます。

また、令和２年度に竣工いたしましたむつマエ

ダアリーナでありますけれども、計画時から国民

スポーツ大会の競技会場としての利用を見込んだ

施設となってございまして、当該施設につきまし

ても大会のレガシーと言えるものと認識しており

ます。

〇議長（冨岡幸夫） ９番。

〇９番（富岡直哉） 大会まであと３年ほどありま

すので、ハード面につきましては、今お伺いいた

しましたけれども、ソフト面につきましてもどの

ようなレガシーを残していくか。それがどのよう

に当市のスポーツ振興に資するかなどを勘案しな

がら、各競技団体とも連携しながら検討を重ねて

いただきたいと思いますので、こちらにつきまし

てもよろしくお願いいたします。

次に、県立高校教育改革の１点目、これまでの

県立高校教育改革に対する市長の見解についてで

ありますが、先ほどの答弁でも今後の人口減少に

ついても触れられておりましたけれども、今後の

人口減少を前提としますと、10年後さらに学級数

が減りまして、１校に統合となる可能性もあると

いうふうに思います。

これを踏まえて、今回の校舎の建設や学科の編

成についても議論を進めるべきではないかという

ふうに考えますが、市長の見解をお伺いいたしま

す。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 市が独自に設置いたしました

検討委員会では、委員の皆様とともに人口減少に
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対する共通認識を持って、子供たちにとって魅力

ある学校づくりについて議論を進めてございま

す。

また、県教育委員会では2028年以降に向け、魅

力ある県立高校の在り方を考える青森県立高等学

校魅力づくり検討会議を設置し、学校、学科の充

実、学校配置について協議されておりますので、

その議論を注視しながら、引き続き下北地区統合

校における教育内容の充実や校舎建設等について

の検討をしてまいります。

また、県のほうでは令和７年度に開設準備委員

会、令和８年度に開設準備室、いずれにしてもそ

ういったものが県の主体で開催されることになっ

ております。現在私どもで行っております検討委

員会ということではなくて、県で主体的に検討い

ただく場所の前倒しをお願いしている段階にござ

いますので、私たちは私たち独自で市内の子供た

ちが魅力ある学校づくりに向けて議論しておりま

すけれども、その点につきましては今後の学科、

校舎の建設に向けて、県主体の委員会を早急に立

ち上げていただきたい。そういう思いを私たちも

届けてまいりますので、ご理解賜りたいと存じま

す。

〇議長（冨岡幸夫） ９番。

〇９番（富岡直哉） 次に、２点目の立地自治体と

して下北地区統合校のビジョンをどのように考え

ているかについてでありますが、現状児童・生徒

や保護者から見て、統合校について大湊高等学校

とむつ工業高等学校が合体するというざっくりと

した、そういうようなイメージしかつかめていな

いというところを伺う場面があります。

現計画におきまして、工業系２学科と総合学科

が統合された学校が実際にどのような学校となる

のか。全国的な例を含めた形でお知らせいただけ

ればというふうに思います。

〇議長（冨岡幸夫） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） お答えいたします。

検討委員会にオブザーバーとしてご出席いただ

いております県教育委員会からは、統合校の目指

す姿は生徒一人一人の興味や関心に応じた多様な

学習を通じて広範な知識や視野を身につけさせる

高校であり、生徒の進路希望を実現することを目

標とするとの説明をいただいております。

、 、学科につきましては 第２期実施計画において

統合校の学科は総合学科３学級、工業科は機械科

と電気・エネルギー科の２学級となっております

が、総合学科の系列につきましては、現在の大湊

高等学校の系列を基本としながらも、開設準備委

員会の意見も考慮する、選択科目については今後

決定していくとの説明をいただいております。

また、総合学科と工業科の統合例として、徳島

県の徳島県立阿南光高等学校の取組の紹介があり

まして、統合は融合ではなく、それぞれの学科の

特徴を持ちながら共存を図る必要があるといった

説明もございました。

今後は、検討委員会において、さらなる検討を

重ね、地域の声を県教育委員会に届けてまいりた

いと考えておりますので、ご理解賜りたいと存じ

ます。

〇議長（冨岡幸夫） ９番。

〇９番（富岡直哉） ぜひこのような形で、市とし

ても様々な媒体等を利用して、今後の高校進学を

控える児童・生徒や保護者に対しましても、分か

りやすい説明や情報発信をお願いしたいというふ

うに思います。

次に、立地自治体としてということで、もう一

点お聞きしたいと思います。校舎の建設に伴う諸

課題についてでありますが、現在のグラウンドに

新校舎を建設することとなっております。新たに

グラウンドが整備されるまでの間は、体育や部活

動はどのような計画で行うのか。その中で運動公

園、アリーナ等、優先的に貸し出すなど、立地自
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治体としての支援はどのように考えているのかお

伺いいたします。

あわせて、校舎の建設に伴います事業費につい

てもお聞きいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） お答えいたします。

検討委員会は、これまでに２回開催されており

ますけれども、第２回検討委員会におきまして、

オブザーバーとしてご参加いただいております県

教育委員会から、体育や部活動でグラウンドを使

用する際の代替案として、近隣の運動施設や市の

施設の活用を検討する必要があるというような発

言がございました。市といたしましては、生徒に

不利益が生じることのないよう、市の施設の利用

につきまして検討してまいりたいと考えておりま

すので、ご理解賜りたいと存じます。

もう一点、校舎の建築に係る費用ということで

ございますけれども、下北地区統合校校舎建築基

本計画、これは県が策定したものでございますけ

れども、こちらによりますと校舎建築工事に50億

円程度、既存校舎の解体工事に４億円程度、さら

に屋外環境整備工事、こちらに２億円程度の計

56億円程度ということで、こちらは第１回の検討

委員会のほうで県のほうから説明があったところ

でございます。

以上でございます。

〇議長（冨岡幸夫） ９番。

〇９番（富岡直哉） 次に、３点目のむつ市独自の

検討委員会の進捗と今後の見通しについてお伺い

いたしますが、検討委員会の委員となっている阿

部教育長にお伺いいたします。

この検討委員会の中で教育長は、この会議で質

問したこと、意見を述べさせていただいたことは

どのような形で準備委員会に反映されるシステム

になっているかというような趣旨のご発言をされ

ております。

これまでの経緯を踏まえますと、私も率直にそ

のように思いますが、地域の意見については実際

にどのように反映させることになっているのか。

あわせて、委員として思ったこと、感じたこと

等についてお伺いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） お答え申し上げます。

まず、検討委員会に対する県教育委員会の対応

について申し上げます。市が独自に設置した検討

委員会に対し、高等学校教育改革推進室並びに学

校施設課、この２課から課長以下ほとんどの職員

が来市してオブザーバーとして参加していただい

ております。これは通例にない厚い対応であり、

下北地区統合校に対し、県教育委員会が重視して

いる姿勢を強く感ずるところであります。

ご質問の設計への反映につきましては、検討会

議の席上、事務局から市議会の議場の場で発言を

いただきました市議会議員のご要望であるとか、

あるいは保護者並びに市産業界の代表の方々の意

見をしっかりと伝えることができております。そ

して、こうした意見は、県教育長並びに教育委員

の方々にも確実に伝えられることとなっており、

今後統合校のあるべき姿について前向きな議論が

重ねられ、それが県教育委員会に的確に伝えられ

るものと考えております。

今後も議員がおっしゃったように、長期的な視

野に立ち、地域の子供たちの可能性が最大限発揮

できる、そうした施設設備を可能とする設計とな

るよう、しっかりと強く要望してまいりたいと考

、 。えておりますので ご理解を賜りたいと存じます

〇議長（冨岡幸夫） ９番。

〇９番（富岡直哉） 次に、むつ市独自の検討委員

会といいますか、むつ市の役割といたしまして、

大湊高等学校の跡地について、野球場はまだまだ

使えますし、そのような点を踏まえまして、どの

ように今後のまちづくりに生かしていくかの検討
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も必要と考えております。

、 。その点について 市の見解をお伺いいたします

〇議長（冨岡幸夫） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） お答えいたします。

大湊高等学校校舎の利活用につきましては、県

の方針も確認しながらということになりますけれ

ども、検討委員会においても案件の一つとして検

討してまいりたいと考えております。

また、市といたしましても、検討委員会の皆様

のご意見を伺いながら校舎の利活用について検討

、 。してまいりますので ご理解賜りたいと存じます

〇議長（冨岡幸夫） ９番。

〇９番（富岡直哉） 統合すると、現在の大湊高等

学校の所在する桜木町地区周辺からは数百人規模

の人口がいなくなるということになります。建物

や跡地の利用については、県と市町村が連携して

取り組むことということになっておりますので、

ぜひこの大湊地区のまちづくりの位置づけも視野

に入れながら検討を重ねていただくことをお願い

申し上げます。

最後に、12月定例会ですので、今年を少し振り

返って終わりたいと思います。昨年の今日、地元

紙である東奥日報の紙面に私の一般質問が取り上

げられました。それは、今年行われた知事選につ

いてであります。当時の宮下宗一郎市長、現在の

知事に対しまして一般質問で知事選出馬を促しま

した。そのとき私は知事選について頭の片隅にな

いかと前市長に尋ねたら、片隅にはないとの答弁

でありました。よくよくそのことを振り返ってみ

ますと、確かに片隅ではなく、ど真ん中にあった

のだと改めて発言の奥深さを今かみしめておりま

す。

議会の一般質問も、その場の限りで検証されな

かったり、実現できないことも多いというふうに

思っております。ただ、まさに昨年の今日の記事

になった質問は、本当に実現してしまいました。

宮下宗一郎市長から宮下宗一郎知事への流れは、

この一般質問が契機と言ってもいいのではないか

というふうに思っております。

、 、市長をはじめ 理事者の皆様におかれましては

この一般質問のやり取りも含めて全てを大事にし

ていただきまして、新しい時代の流れをつくるき

っかけとしていただくことをお願いいたしまし

て、私の一般質問を終わります。ありがとうござ

いました。

〇議長（冨岡幸夫） これで、富岡直哉議員の質問

を終わります。

ここで、午前11時まで暫時休憩いたします。

午前１０時４９分 休憩

午前１１時００分 再開

〇議長（冨岡幸夫） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎浅利竹二郎議員

〇議長（冨岡幸夫） 次は、浅利竹二郎議員の登壇

を求めます。16番浅利竹二郎議員。

（16番 浅利竹二郎議員登壇）

〇16番（浅利竹二郎） ただいま冨岡議長よりご指

名をいただきました自由民主党、自民クラブの浅

利竹二郎でございます。

今年10月１日執行のむつ市議会議員一般選挙に

おきまして、６期目当選を果たさせていただきま

した。今改選の結果、むつ市は１期、２期当選議

員が10名となり、定員の約半数を占めるに至り、

随分若返りました。また、12期連続当選の超ベテ

ラン議員も健在で、老壮青バランスの取れた議会

構成となっております。冨岡幸夫議長、岡崎健吾

副議長の下、結集し、山本市政に対し、是は是、

非は非ながら、行政と議会が車の両輪となって市

政発展に努め、市民に対する責務を全うしなけれ
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ばなりません。

さて、昨今パレスチナ自治区ガザに対するイス

ラエル軍の侵攻が大きくニュースで取り上げら

れ、無辜の一般市民の貴い命が奪われているさま

を見せつけられております。

日本は島国という地理的条件下、神代の昔から

同一民族が相和し、今日の日本という国を築き上

げてきたことを思えば、異民族間の確執で多くの

血が流れることは理解し難いところであります。

しかしながら、平和は無償ではあがなえません。

これが世界の現実であります。

紀元前から世界を流浪し、第２次世界大戦下、

ナチスドイツによるホロコーストを経験したユダ

ヤ民族が、最後の安住の地と定め建国したイスラ

エルという国にかける決意、思いは想像に難くあ

りません。イスラエル、ユダヤの民は最後まで戦

い抜くでしょう。

戦後78年、極東アジアもきな臭くなりました。

北朝鮮、中国の動向等を対岸の火事と望見する日

本人の平和ぼけも、そろそろ目覚めるときが来て

おります。自らを守る気力に欠ける国を誰が守っ

てくれるでしょうか。しっかりとした理念の下、

国民総意による盤石な集団安全保障体制を築くこ

とこそ、今の日本人が真剣に考える課題であると

考えます。

今日この場は、改選後初の登壇であり、一般質

問を前に日頃感ずる所信の一端を述べさせていた

だきました。浅利竹二郎、よわい80、まだまだは

な垂れ小僧、気合を入れ、今後４年間の議員活動

も、市民皆様の手となり足となってご期待に背か

ぬよう精いっぱい頑張る所存でございますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、通告順に従い、喫緊の課題３項目８

点についてお伺いいたします。

質問の１点目は、地域公共交通についてであり

ます。人口が加速度的に減少、2024年問題とも相

まって、物流に携わるトラックの運転手、地域公

共交通のバス、タクシー等に携わる運転手不足が

社会生活に大きな支障、不安に陥れていることは

マスコミ等をにぎわし、国会でも議論になってい

るところであります。現実に地域公共交通にどの

ような不具合が生じているのか、次の３点につい

てお伺いいたします。

１点目は、むつ市内のタクシー業界の現状につ

いてであります。大湊地区随一のタクシー会社が

倒産してから、緊急の所用に応じた対応にそごが

見られるようになり、やむを得ず救急車を要請し

た話も漏れ聞こえております。

また、深夜営業不対応、夜の12時以降に対応し

ていない会社もあり、大湊地区の飲食業等の景気

低迷の一因ともなっているようです。

これらを含め、むつ市内のタクシー業界の現状

についてお伺いいたします。

２点目は、ライドシェア論議の背景についてで

あります。個人が自家用車を使って有料で乗客を

運ぶライドシェアの解禁について、国会での論議

が開始されております。人口減少、高齢者の伸長

等に伴うタクシー業界の運転手不足が要因と思わ

れますが、このことも遠因か、現在の交通体系で

は市民の要請に十分対応できておらず、むつ市内

でも必要性を望む声が高いのが実情であります。

今なぜ国会等でライドシェア論議が展開されて

いるのか、その背景と、むつ市としてどのような

対応を考えているのかお伺いいたします。

３点目は、ライドシェア導入の問題点について

であります。ライドシェアは、二種免許を持たな

くても、個人が有料で客を運ぶことができるとさ

れているようです。白タクは違法行為ですが、そ

れが一定の条件の下であれば容認されるといった

ところでしょうか。現状の法体制、道交法等でど

のような問題点があるのかお伺いいたします。

質問の２項目めは、陸奥湾内漁業の現状につい
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てであります。１点目として、海水温上昇がホタ

テ養殖を含む陸奥湾内漁業へ及ぼした影響につい

てお伺いいたします。

地球温暖化対策を話し合うＣＯＰ28が先月30日

からアラブ首長国連邦で開催されております。全

世界的に深刻さを増す気候変動が人類を苦しめ、

マスコミは地球沸騰の表現で、今夏を史上類を見

ない猛暑と言い表しております。記録的な猛暑と

なった今年の夏ですが、青森県陸奥湾の海水温も

例年の平均を大きく上回り、30度を超える日もあ

ったようであります。

このような自然環境下、陸奥湾内の主要産業で

あるホタテ養殖、特にホタテ稚貝及び成貝の現状

はどうなっているか。また、今後海水温上昇や冷

温海水になった場合の対応等についてお伺いいた

します。

２点目として、中国の禁輸措置等の影響につい

てお伺いいたします。今年８月24日に東京電力福

島第一原発の処理水が放出されてから約３か月、

中国の禁輸措置が続いていますが、そのことで陸

奥湾内漁業にどの程度の影響を及ぼしているので

しょうか。

陸奥湾内ホタテは、北海道に次ぐ水揚げを誇っ

ております。北海道産の主要販路は中国に偏って

いるやに聞いていますが、禁輸措置が長引けば国

内に方向転換し、青森県産ホタテと競合し、漁師

の生活に大きく影響してくるとのことでありま

す。今夏の高水温の影響と相まって、中国の禁輸

措置等の影響が具体的にどのような形で現れてい

るのか。さらに、その対抗策として、国内外販路

の開拓をどのように進めているのかお伺いいたし

ます。

３点目として、漁業関係者への支援についてお

伺いいたします。国・県及び市としても、今夏の

海水温上昇によるホタテ養殖事業及び中国禁輸の

影響に対する補償支援を検討しているようであり

ますが、具体的にどのような支援を考えられてお

られるでしょうか。

また、加工業者やその他の魚種等への支援体制

はどうなっているのかも併せてお伺いいたしま

す。

質問の３項目めは、熊の生態系についてであり

ます。１点目は、むつ市内での熊の出没の実態に

ついてお伺いいたします。今年は全国的に熊の出

没がうわさされ、里山はもちろんのこと、町なか

においても頻繁に目撃されるようになりました。

里山とは、自然と人間の共生が見られる地域と定

義されております。もともと熊のテリトリーに人

間が進出しているのでありますから、目撃されて

も不思議はないのですが、害獣の範疇に属してい

る熊は危険この上なく、人間を脅かす存在である

ことに違いありません。

そこで、市内出没件数及び被害の実態について

並びに熊出没時の対応についてお伺いいたしま

す。

２点目は、熊の出没が取り沙汰されている自然

界の環境変化についてお伺いいたします。なぜ今

年熊が頻繁に人里に出没し、目撃されるようにな

ったのか、その原因、要因等について、熊の生息

数、自然界に何らかの変調が見られるのかお聞き

いたします。

また、暖冬の場合、熊は冬眠の時期を失するか

もしれません。その場合、冬季でも人里に徘回す

る可能性があるのかどうかお伺いいたします。

、 。以上 ３項目８点についてお伺いいたしました

これで壇上よりの質問を終わります。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） 浅利議員のご質問にお答えい

たします。

まず、地域公共交通についてのご質問につきま

しては、担当部長からの答弁とさせていただきま
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す。

次に、陸奥湾内漁業の現状についてのご質問の

１点目、海水温上昇がホタテ養殖を含む陸奥湾内

漁業へ及ぼした影響についてお答えいたします。

今夏の陸奥湾は、ホタテの生育に影響を与える高

水温が長期間続きました。陸奥湾でホタテを養殖

するむつ市漁協、川内町漁協及び脇野沢村漁協に

、 、おいては 漁業者の養殖施設によっても異なるが

稚貝、２年貝とも半数程度がへい死し、来年出荷

するホタテの激減は避けられないと厳しい見通し

であることを各漁協の組合長から伺っておりま

す。

このような異常値を記録する夏季の海水温上昇

や冬季の冷温海水は過去にも発生しております

が、青森県産業技術センター水産総合研究所等の

試験研究機関が異常を予測した際には、養殖管理

の注意を促しておりますので、漁業者の皆様はそ

の情報を基に対応している状況にあります。

次に、ご質問の２点目の中国の禁輸措置等の影

響及び３点目の漁業関係者への支援につきまして

は、関連がありますので、一括で答弁させていた

だきます。

まず、中国の禁輸措置の影響についてでありま

すが、禁輸によって中国へ輸出していた北海道産

のホタテが日本国内に出回るようになったことか

ら、これまで国内向けが中心となっていた青森県

産のベビーホタテの取引が激減し、在庫を抱えた

ホタテ加工事業者が危機的な状況となっておりま

す。

市といたしましては、ベビーホタテ加工品滞留

の対策が急務であると判断し、首都圏大手スーパ

ーの協力による１都14県130店舗での販売、姉妹

都市会津若松市ゆかりの自治体や議会の皆様の購

入協力依頼、ユーチューブによるホタテ消費拡大

動画配信を実施したほか、今定例会に補正予算と

して提案させていただいた冷凍ベビーホタテ消費

拡大対策学校給食活用事業、むつ市好吃的扇貝！

台湾プロモーション推進事業により、加工品の消

費拡大を図りたいと考えております。

また、中国への輸出割合が高いナマコについて

も影響があり、10月のナマコ漁については買手が

つかないとして、青森県内の全漁協が操業を自粛

したほか、11月に入ってから開始したナマコ漁に

おいては販売価格が下落していると聞き及んでお

ります。

販売単価下落等の風評被害については、原因者

である東京電力株式会社が適切に賠償することと

なっており、請求手続を行っている漁協があるこ

とも聞き及んでおります。

なお、その他の魚種につきましては、魚価の下

落がないことを市内の５漁協組合長から伺ってお

ります。

次に、陸奥湾の高水温によるホタテのへい死対

策でありますが、ホタテのへい死により漁業者の

皆様の収入が減るため、１月から開始となるホタ

テガイ特定養殖共済掛金の助成を本年度の当初予

算での５％から30％へ上積みする支援を行いたい

と考え、今定例会へ所要の予算を提案させていた

だいております。

さらには、現在県、漁業団体及び当市をはじめ

とした陸奥湾沿岸市町村が一致団結し、来春産卵

する親貝を確保するための基金造成を準備してい

るほか、漁業者の皆様が資金の融資を受ける際の

利子補給について検討しているところであります

ので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、熊の生態系についてのご質問につきまし

、 。ては 担当部長からの答弁とさせていただきます

〇議長（冨岡幸夫） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） 地域公共交通につい

てのご質問の１点目、市内のタクシー業界の現状

についてお答えいたします。

現在市内を運行するタクシー事業者は、合計７
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事業者、タクシー車両台数は大型車や普通車など

を合わせまして合計78台、運転手の数は93人とな

っております。

また、働き方改革や運転手不足といった要因か

ら、現在市内を運行するタクシー事業者の中で深

夜帯の時間を含めた24時間営業で運行している事

業者は２事業者となっております。

次に、ご質問の２点目、ライドシェア議論の背

景について及びご質問の３点目、ライドシェア導

入の問題点については、関連がございますので、

一括してお答えいたします。

国会等でのライドシェア議論の背景につきまし

ては、報道等によりますと菅義偉前総理大臣が本

年８月頃に地方講演の中でインバウンドの急増

で、空港などにタクシーを待つ長蛇の列ができて

いることについての問いに、ライドシェア解禁に

ついて言及され、さらには岸田文雄総理大臣が同

年10月の臨時国会の所信表明演説において、地域

交通の担い手不足や移動の足不足といった深刻な

社会問題に対応しつつ、ライドシェアの課題に取

り組んでいくことを表明したことが近年国内での

ライドシェア議論が加速しているきっかけである

と認識しております。

ライドシェアとは、一般的に自家用自動車の所

有者と自動車に乗りたい人を結びつける移動手段

であります。このところ国内で話題となっている

ライドシェアの手法は、スマートフォンアプリな

どのプラットフォームを活用することにより、一

般のドライバーが自家用自動車を用いて利用者と

マッチングし、有償の運送サービスを提供する手

法であり、海外で提供されているサービスであり

ます。

なお、この手法は、道路運送法第78条の規定に

よりまして、原則として自家用自動車を有償で運

送の用に供してはならないとされているため、国

内では法令によって禁止されており、このことに

ついて現在国において規制緩和の検討などがされ

ているものと認識しております。

当市といたしましては、国の動向を見据え、ラ

イドシェアが制度化された場合においては、既存

の交通事業者との連携も含めまして調査研究して

まいりたいと考えておりますので、ご理解賜りた

いと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） 熊の生態系についてのご

質問の１点目、市内での熊出没の実態についてお

答えいたします。

、 、まず 市内における出没件数といたしましては

青森県自然保護課の取りまとめによるツキノワグ

マの目撃件数となりますが、直近５年間の４月か

ら10月までの件数は、令和元年度が89件、令和２

年度が76件、令和３年度が51件、令和４年度が

26件、令和５年度が80件となっております。昨年

度が少なかったため、前年度比では増加しており

ますが、直近５年間で見ますとほぼ横ばいとなっ

ております。

被害実態といたしましては、農作物等の食害件

数は令和元年度が１件、令和２年度が33件、令和

３年度が12件、令和４年度が２件、令和５年度が

、 、５件となっており 人的被害件数につきましては

令和２年度及び令和５年度にそれぞれ１件となっ

ております。

また、人への危害のおそれのある市街地等にお

けるツキノワグマの出没の対応は、警察が初動す

ることとなり、市にツキノワグマの目撃情報が入

った場合には直ちにむつ警察署等へ情報を共有し

ており、警察から市民の皆様への周知依頼があっ

た場合には速やかに様々な広報ツールを用いて情

報発信するなど、連携を密にして対応しておりま

す。

次に、ご質問の２点目、熊の出没が取り沙汰さ

れている自然界の環境変化についてお答えいたし
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ます。まず、ツキノワグマが人里に出没するよう

になった要因等につきましては、今年度のブナの

結実状況が青森県を含め東北地方全体で大凶作と

なっておりますことから、冬眠を控えるツキノワ

グマにとりましては貴重な栄養源が著しく不足し

ている状況にあると推察されております。

また、人里には家庭菜園、庭などに植えられた

果樹、生ごみなど、熊の食物となるものが多く存

在しており、嗅覚に優れるツキノワグマは匂いを

頼りに人里に出没するのではないかと考えられて

おります。

次に、冬季にツキノワグマが人里を徘回する可

能性につきましては、今年の１月に当市の市街地

において目撃情報がありましたことから、注意が

必要であるというふうに考えております。

以上です。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） いろいろご答弁ありがとう

ございました。それでは、再質問に入ります。

まず１点目は、地域公共交通についての再質問

、 、でございますが タクシー業者等も７業者という

あとはその他いろいろご説明いただきました。

そこで、むつ市内の今タクシー業界で、運転手

が93名とかという説明だったと思うのですけれど

も、それに対してお客の需要というか、需要に対

する充足率、そういうのは何％ぐらいか、もし分

かったらご説明をお願いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） お答えいたします。

それぞれのタクシー事業者が何人の運転手を必

要としているかということにつきましては、市と

しては把握はしておりません。このため、充足率

を数字として示すことは難しいのでありますけれ

ども、いずれの事業者様も運転手が不足している

といった課題を抱えていることは事業者様のほう

から伺ってございます。

以上です。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） そこで、タクシーも昔は大

湊地区も２店舗ですか、ありましたけれども、最

近はゼロになりました。タクシー業界全体として

低迷している要因は何となく分かるのですけれど

も、市はどういうふうにお考えなのでしょうか。

見解をお願いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） お答えいたします。

当市のタクシー業界につきましては、運転手の

高齢化、若年者の成り手不足、また新型コロナウ

イルス感染症の影響等による離職、働き方改革に

よる労働時間の制限などにより、事業者がタクシ

ー運転手を確保することが難しくなっておりまし

て、そういった意味においてタクシー事業者の皆

様が苦労されているというふうに伺ってございま

す。

以上です。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 今全国的にタクシー業界が

運転手確保の観点から、ライドシェアを行ってい

るというケースがあります。地元タクシー会社と

観光協会等で構成するＮＰＯ法人が運営する地域

もあります。足腰の不自由な高齢者等が病院や買

物にバス停留所までの利用ができることや、救急

車を呼ぶことでもないが、深夜の緊急受診等にも

活用できる地域の公共交通の補完をしていると。

仮にライドシェアが制定された場合、地域公共

交通の利便性の一つとして検討の余地があると考

えますけれども、再度市長のご見解をお伺いいた

します。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

（ ） 、〇市長 山本知也 ライドシェアに関しましては

日本ではこれからの制度設計ということになりま

すけれども、既に導入されております海外の例を
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見ますと、アプリで運転手を評価する制度が導入

されてございまして、不適切な運転手が排除され

るなど、適切な規制の下で制度化されて利用され

ているものと認識してございます。

今後国内でライドシェアが制度化された場合に

は、既存の交通事業者との連携も含めて、当市の

交通需要に適した制度かどうか調査研究してまい

ります。

また、市内のタクシー不足といった問題に対し

ましては、まずは二種免許取得支援など運転手確

保に向けた取組を進めてまいりたいと考えており

ますし、加えて昨日政府におきましてタクシー会

社の講習を受ければ二種免許を持たない一般ドラ

イバーもタクシー会社に雇用されることで、自家

用車をタクシー営業できる、そういった規制緩和

を検討しているということでございますので、ラ

イドシェア、運転手確保及びこういった自家用車

タクシーの導入も含めて、今後当地域の実情に合

った制度について研究、検討してまいりたいと考

、 。えておりますので ご理解を賜りたいと存じます

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） ライドシェア導入は、タク

シー業界の民業圧迫を懸念する声もあります。さ

りとてタクシードライバー等の人員不足は社会現

象でもあります。市民生活の利便性を考えれば、

ライドシェア導入もやむを得ない。市長のいろい

ろ発言をお聞きしますと、何となく前向きに検討

してくれるような感じですので、決断を待って前

向きに検討していただきたいと要望いたします。

次は、陸奥湾内漁業の現状について再質問いた

します。まず１点目ですが、ホタテの生育にむつ

市管内各漁協間において、立地的条件上、被害の

ばらつきがあると。私もそれなりに各漁協とかで

聞いているのですけれども、やっぱり陸奥湾内は

高低差があまりないのだけれども、陸奥湾内全体

として結構浅いのです。ただ、平内町とか青森市

のほうと、こっちの川内地区だとか脇野沢地区の

ほうとの海底の水深のあれが違うとか、いろいろ

条件があるらしいのです。その差がある要因は何

かということをお尋ねいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） お答えいたします。

漁業者の養殖施設によってもばらつきがあると

いうことはお伺いしておりまして、その原因につ

きましては特定されているものではないのです

が、類推になりますけれども、先ほどお話のあっ

た水深ですとか、あと局地的な海流ですとか、局

地的な気象の条件、あるいは養殖方法、成貝です

と養殖方法も違いますので、そういったものがあ

るのかなと考えております。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 海水温は今年は特に高いと

いう、何か30度以上で、お風呂のぬるま湯に入っ

ているような、そういう海水温の状況だったよう

ですけれども、これからもあることだと思います

ので、今後海水温上昇等に対してどのような予防

的措置が考えられるのか、お伺いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） お答えいたします。

先ほど市長の答弁にもありましたが、陸奥湾に

つきましては青森県産業技術センター水産総合研

究所が陸奥湾内に海況自動観測ブイというものを

設置しておりまして、異常になりそうだといった

場合は漁業者の皆さんに注意を呼びかけておりま

す。

ですので、そういったブイを活用しつつ、さら

に精度を高めていけないのかなということを水産

総合研究所のほうにお話ししてみたりということ

で、漁業者の皆様がもっと適切な養殖ができるよ

うに、またへい死が起こらないような養殖ができ

るような環境になると考えております。

以上です。
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〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） ホタテについてはいろいろ

な要素もあって、漁民の方は非常にご苦労されて

いるというお話なのですけれども、それで市とか

県とか国とか、販路の拡大とかもいろいろ考えて

おられるようであります。

先ほどご答弁の中に、ホタテ以外は、何か他の

魚種についてはあまり影響がないようなご答弁も

ありましたけれども、それはそれで一安心はして

おります。しかしながら、ホタテそのものが非常

にご苦労されているということでありますので、

今現在いろいろ政策的に行われていること以外

に、例えば学校給食のほかに、どういうところに

支援要請等を考えているのかということをお伺い

いたします。

〇議長（冨岡幸夫） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） ホタテの販路拡大という

ことでお答えいたします。

先ほど市長答弁にもありましたが、台湾でのプ

ロモーションということで予定をしているものが

ありまして、台湾につきましては30年前からなの

ですけれども、川内中学校の姉妹校ということで

交流のある陽明国民中学がございまして、交流の

歴史も古い、30年もたつということで、台湾の高

雄市のほうに行きまして、加工品のＰＲイベント

を開催したいと考えております。

また、今後につきましても積極的にＰＲを図っ

てまいりまして、販路の拡大を図っていきたいと

、 。考えておりますので ご理解賜りたいと存じます

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 今議会では、私を含め６人

の同僚議員がホタテに関連する質問を取り上げて

おります。それだけ地域の問題として深刻である

ということが言えます。中国禁輸の長期化や急速

な地球温暖化も懸念されることから、今後とも漁

業関係者への手厚い支援をよろしくお願いいたし

ます。

、 。次は 熊の生態系についての再質問であります

熊が出たよという注意喚起の放送が入るとき、大

体、例えば大湊地区だとほぼ同じく、あちこちに

熊が出るのです、１か所にずっといるわけではな

くて。だから、熊がどのような行動をするのかな

というような思いがありますので、ツキノワグマ

の行動範囲はどのくらいか、分かっていたら教え

てもらいたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） ツキノワグマの行動範囲

ということで、こちらは環境省の資料になります

けれども、クマ類出没対応マニュアルというもの

に記載されておりますが、雄の熊は通常30から

50平方キロメートル、まれには100平方キロメー

トルを超える行動範囲を持つという個体が確認さ

れているようであります。また、雌につきまして

は通常10から30平方キロメートル、まれには50平

方キロメートル程度の行動範囲を持つ個体が確認

されているということでございます。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） ありがとうございます。熊

も１か所にじっとしているわけではないし、いろ

いろなところで、それが１頭の熊なのか、いっぱ

いいるのか、それで縄張があって、そのテリトリ

ーを守って、１頭の熊がその地域でうろうろする

のかという、そこら辺が我々市民としては分から

ないところでありますので、これからもいろんな

情報があると思いますけれども、早めの情報等を

よろしくお願いいたします。

それで、先ほどご説明の中で令和２年と令和５

年に熊による人的被害が１件ずつありましたけれ

ども、これはどのような状況下であったのか、お

伺いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） お答えいたします。
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どちらにつきましても、被害者の方が山菜取り

で山中へ入った際にツキノワグマと遭遇したと伺

っております。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） たまたま２件で、令和２年

と令和５年に１人ずつということなのですけれど

も、しょっちゅう皆さん、山菜取りのシーズンに

なれば入るわけですよね。

それで、実際に熊に遭遇した場合はどのような

対応がベターなのかというのが、もし分かったら

お願いします。

〇議長（冨岡幸夫） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） お答えいたします。

熊に遭遇してしまった場合の取るべき対応とい

うことでございますが、こちらは市のホームペー

ジでもお知らせをしておりますが、まず第１段階

といいますか、１つ目としましては、遠くに熊を

見つけた場合ですが、こちらの場合は後ずさりし

ながら静かに立ち去ると。

２つ目として、熊がこちらに気づいている場合

につきましては、慌てずに静かにするということ

になります。

３つ目としましては、熊が近づいてきた場合に

つきましては、熊の動きに注意しながらゆっくり

後退するという方法になります。

４つ目としましては、熊は逃げるものを追う習

性がございますので、背中を見せて走ったり、ま

た大声を上げたり、攻撃したりすることは厳禁だ

ということになります。

そして、５つ目としまして、子熊を目撃した場

合ですけれども、この場合は必ず親熊がいるとい

うことで対応していただいて、ですので子熊を見

ても決して近寄ったりしないということが大事だ

ということでございます。以上のような対策を取

っていただくことで、人的被害の軽減につながる

ということを考えておりまして、ホームページの

ほうでもお知らせしております。

以上です。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） いろいろ熊に遭ったときは

どうするかというようなことをお聞きしたのです

けれども、実際に遭って、今言われたことを冷静

、 。に対応できるのは なかなかいないと思うのです

私は山の中に住んでいたのであれですけれども、

はっきり言えば熊に遭うようなところに行かない

と。山菜は取った人からもらうというような、そ

ういうことで、要は危険な場所にあまり近寄らな

いというようなことが大事だと思います。

それで、今年ブナが大凶作だということだった

のですけれども、これはどういうような自然界の

要因というか、何でなっているのでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） ブナの大凶作の要因とい

うことでございますが、ブナにつきましては開花

の準備を前の年から始めるということでありまし

て、豊作になった場合は、その樹体内の翌年開花

するための栄養分も大量に消費するということ

で、豊作の翌年は開花しないこともあるというこ

ととされておりますことから、今年の大凶作の要

因の一つとしては、昨年度の結実が例年よりよか

ったということが推測されてございます。

以上です。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 要は熊が出てくる要因は、

山に餌がないと。ブナが開花しないということは

実がならないということでしょうから、これはし

ょっちゅうあるわけですよね、これからも。さり

とて人間が熊と付き合って、いつまでもそうして

生活するわけにもいかないので、やっぱりある程

度有害鳥獣の駆除について、自分たちができるこ

とは対策しなければいけないと思うのですけれど

も、どういう対策を取ったらいいのか、そこら辺
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をお伺いします。

〇議長（冨岡幸夫） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） 有害鳥獣の駆除、捕獲に

つきましては、原則としまして被害防止対策がで

きず、または被害防除対策によっても被害等が防

止できないと認められる場合に許可するというこ

とになっておりますので、私たちができる対策と

しましては、ツキノワグマを人の生活圏へ近づけ

ない対策がとても重要だというふうに考えており

ます。食べ物ですとか、灯油などの匂いの強いも

のを家の周りとかに放置せずに取り除いたり、し

っかり管理することが必要であります。

特に住宅地付近の放置されている果樹ですとか

生ごみにつきましては、ほかの動物も寄せつける

ということもありますし、近隣の皆様にも影響を

与える可能性もありますことから、市民の皆様一

人一人が注意を払っていただくことが一番の対策

になるものと考えております。

以上です。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 熊が今年特に全国的に騒が

れておりました。それで同僚議員は、熊ではない

のですけれども、猿についていろいろかわいそう

だというような話も今議会で出ておりました。し

かし、人間もある程度対策しないと、今の時期、

では熊や猿とどっちを大事にするかというと、や

っぱり生きている人間のほうがいろいろな生活圏

を脅かされるということですと、それなりの管理

をしなければいけないというふうに思います。

それで、自然保護と同時に鳥獣対策の強化も必

要に迫られているのではないかと私は思いますけ

れども、これについて特に要望しておきます。熊

も大事、猿も大事だけれども、人間も大事だとい

うことで、適切な管理等をよろしくお願いいたし

ます。

これで、むつ市議会第258回定例会の一般質問

を終わります。ありがとうございました。

〇議長（冨岡幸夫） これで、浅利竹二郎議員の質

問を終わります。

ここで、昼食のため午後１時まで休憩いたしま

す。

午前１１時４５分 休憩

午後 １時００分 再開

〇議長（冨岡幸夫） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎会議録署名議員の追加指名

〇議長（冨岡幸夫） この際、会議録署名議員が不

在となりましたので、会議録署名議員を追加指名

いたします。

３番佐藤武議員を指名いたします。

◎東 健而議員

〇議長（冨岡幸夫） 次は、東健而議員の登壇を求

めます。13番東健而議員。

（13番 東 健而議員登壇）

〇13番（東 健而） 午後からの質問者になりまし

た市誠クラブの東健而であります。気温も大分下

がって雪が積もり、一気に冬到来と思っていまし

たが、また暖気になり雪が解け、再びいつもの気

温に戻ったような気候になりました。寒暖の差が

大きく、インフルエンザの流行が懸念されていま

す。市民の皆様には健康に十分気をつけて、年越

しと正月をお迎えいただきたいと思います。

さて、今回会派の仲間が増え、５人になりまし

た。これからまた、市民の負託を受けました仲間

とともに市民の皆さんのために頑張りたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いいたします。

、 、それでは むつ市議会第258回定例会に当たり



- 110 -

今回は東京電力株式会社の福島第一原発のＡＬＰ

Ｓ処理水の放流問題と温暖化の影響で、一次産業

の漁業者と関連産業の窮状が高まっていることか

ら、そのことについて質問させていただきます。

ホタテ産業の窮状に関しては、今まで数人が質

問していますので、重複するところがあるかと思

いますが、質問のところどころを省くと関連性が

なくなりますので、通告どおりの質問をさせてい

ただきます。市長をはじめ理事者の皆さんには、

その部分を勘案していただき、市の方向性につい

てどのように考えているのかを質問いたしますの

で、前向きな、漁業者に沿った明瞭なご答弁をお

願いしておきます。それでは、質問に入ります。

通告の１項目めは、ホタテ生産等の実態につい

てであります。１点目といたしまして、市のホタ

テ生産漁業者の現状認識について。今年は、昨年

よりも暑い日が続き、暑さに耐え切れなかった稚

貝は全滅に近いとの漁業者の声が浜で聞かれてい

ました。また、そうでもないとの声も聞こえてい

ます。

11月16日の新聞によると、市長はむつ市漁協の

船に乗り、ホタテの現状を視察したと報道されて

いました。当市のホタテで生計を立てている漁業

者は、むつ市漁協だけではありません。西通り地

区には川内町漁協傘下の仲崎、浜町、戸沢、田野

沢、高野川、桧川や宿野部、蛎崎などがあり、脇

野沢村漁協の小沢、瀬野、新井田、寄浪、蛸田も

あります。陸地に近いところは比較的温度が上昇

し、津軽海峡に近い場所と湾中心部の公海近くの

陸地から離れている深いところの海水温度は高か

ったり低かったり、まちまちでありました。

市では、このホタテ漁業者の現状をどのように

捉え、把握しているのでしょうか。漁業を取り巻

く現状認識についてお伺いいたします。

２点目、稚貝へい死の全体像の把握と漁業者支

援についてであります。10月の初め頃、川内と桧

川の漁業者から話を伺い、私は陸上で作業中の現

場を実際に見てきましたが、漁業者からは、ホタ

テと一緒に生息しているアカザラという貝だけが

生きて、ホタテの稚貝は全滅に近く、ほとんどの

稚貝に中身がなく、口を開いた状態になっている

という話を聞きました。また、中には３割くらい

が生存し、６割近くが生きている場所もあったと

教えてくれた漁業者もおりました。そのようなわ

けで、一部の漁業者から話を聞いただけでは、へ

い死と生育の全体像を知ることができませんでし

。 、 、た 私は ホタテの生育の実態をつかめないまま

その場を後にしました。

漁業者の方々はいろいろと知恵を働かせて、ホ

タテを水中深く沈めて、温かい海水温から遠ざけ

て死滅を防ぐ対策を講じていたようですが、温か

い海水が湾の中間層や海底まで入り込み、手がつ

けられなかったと嘆いている漁業者もおりまし

た。年々上昇する海水温に対し、このまま温度上

昇が続いていけば、先行きの見通しが立たず、ホ

タテ漁業は成り立たなくなるとおっしゃっている

。 、漁業者もおります 温度上昇は自然現象ですので

阻止することはできません。

このへい死について、市長は大湊沖で行われた

秋季陸奥湾養殖ホタテガイ実態調査を視察し、今

夏の高水温の影響で一定程度がへい死したことか

ら、今後漁業者の支援に取り組む考えを示したと

記事になっています。むつ市漁協組合員の養殖施

設の３か所から今年生まれた稚貝と2022年生まれ

の新貝を採取し、関係者によると、稚貝の成長を

促すために行う分散作業前の稚貝は半分程度が、

作業後の稚貝は約６％がへい死していたとの説

明、報道がありました。

ホタテは、入替え作業後の管理が大切でありま

す。幾ら生きていたとしても、これから死滅する

かもしれません。管理がうまくいかなければ、収

入の道が閉ざされてしまいます。漁業者は、寒く
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なるにもかかわらず、温度や養殖施設の場所、高

さを考えながら成長を支えていかなければなりま

せん。これから冬場にかけての管理が勝負になり

ます。へい死しないよう頑張ってほしいものであ

ります。

また、市長は、下船後の取材に対し、漁業共済

掛金への支援といった短期的な対策や、水温や酸

素濃度が計測できるブイの設置などの中長期的な

取組を検討しているとし、国や県と一緒になって

ホタテ養殖が持続できるようにしたいと述べたよ

うでありますが、国や県は湾内全域の広範囲にわ

たる漁業者を対象にしています。市独自のきめ細

かな対策が必要だと思いますが、市全体のホタテ

の状況調査は行われたのか。各漁協全体の実態調

査はどのようになっているのか。ホタテの全体像

を考えた調査をしなければ、対策を講ずることが

できず、漁業者全体に収入の開きが生じてまいり

ます。

また、市内の広範囲にわたる各漁協にも共済掛

金の支援やブイの設置などが行われるのか。あわ

せて、へい死に関する各漁協からの報告などもお

知らせいただきたいと思います。

、 。３点目 ホタテの稚貝確保についてであります

川内町では、ホタテを大きくしようとしても、途

中で死んでしまうので、母貝まで大きくしている

漁業者はほとんどいないようであります。そのた

め 漁業者は収入を多く得るために その年の10月、 、

から11月にかけて入替え作業をする時期の稚貝を

次の年の春に出荷するようにしているようであり

ます。しかし、今年は温暖化の影響で、その売買

しようとしているホタテがへい死していることか

ら、来年の春に売るホタテがないという漁業者も

出てきました。これは湾内の漁業者の多くが直面

している重大問題であります。単協だけでなく、

湾内の漁業者同士で稚貝の融通をしているところ

もあるようですが、稚貝が確保できなければ、収

入の道が絶たれてしまいます。このままだと漁業

者からの税収が期待できないと思いますが、稚貝

ホタテ確保の支援について、市長としてのお考え

をお伺いいたします。

４点目、収入激減による漁業者への市税の減免

についてであります。政府は、共済掛金の援助を

考えていると言っています。県も救済に乗り出そ

うとしています。市でもこれを利用するとの市長

のコメントを見ましたが、こればかりではなく、

県民税や法人住民税、事業税、固定資産税、自動

車税や軽自動車税など、税の減免まで考える必要

に迫られているのではないでしょうか。市長は、

この税の減免についてどのようにお考えでしょう

か。

また、このほかにも救済対策についてお考えがあ

れば、お示しいただきたいと思います。

２項目め、ＡＬＰＳ処理水の放流についてであ

。 。ります 当市への影響についてお伺いいたします

中国が我が国の水産物の輸入を禁止いたしまし

た。11月19日、ＮＨＫの朝のニュースで、中国は

日本産の海産物を99.9％不買していると報道して

おりました。

また、その後のことでありますが、近隣諸国の

中にも中国と歩調を合わせ、懸念表明が増加傾向

にありますが、東京電力株式会社の福島第一原発

ＡＬＰＳ処理水の放流が日本中の漁業者やその関

連産業に悪影響を及ぼしています。

当然、当市の水産業にも甚大な悪影響があると

思います。当市でも多くの漁業者の死活問題に発

展するのではないかと心配ですが、当市のホタテ

があるかないかにかかわらず、政府は海産物を国

内で消費するよう指導しています。しかし、むつ

市では多くの魚が他から入ってきていますが、他

、 、の海産物といえば 海峡サーモンやヤマメの養殖

ホタテの養殖しかありません。現実問題として、

海峡サーモン以外、消費に回す海産物がない状況
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にあります。

今ホタテの生産漁業者は、生き残った稚貝を養

殖籠に入れてつるしていますが、漁業者全体で来

年の春に出荷する成貝がどのくらいあるか分から

、 。ない状態で 国内消費に回すホタテはありません

昨年の暮れには、北海道産のホタテが売られて

、 、いるという情報を得 見に行ってまいりましたが

普通の成貝が１枚480円で売られていました 10枚。

。 。買うと4,800円です それに消費税がかかります

高くても正月用にと買うつもりでいた人が、それ

でも売れてしまったと遅くなったことを悔やんで

いた人もおりました。話が脇へそれてしまいまし

たが、元へ戻します。

ＡＬＰＳ処理水の放流問題で、それがいつまで

続くか分かりません。また、ホタテやナマコをア

メリカや韓国、ヨーロッパ諸国に輸出しようとし

ています。しかし、その確実な販売ルートや販売

額は価格下落から未知数であります。対策に国や

県も動き出していますが、当市に取ってダブルパ

ンチで、やがてそれがボディブローのように効い

てくるような気がします。直接関係のない処理水

放流による市への今後の影響と対策について、市

長はどのように考えているのかお伺いいたしま

す。

２点目、ホタテ貝とナマコの販路拡大対策につ

いてであります。漁業者を救済しなければ、今後

税収が見込めなくなります。収入源となっている

ホタテ貝とナマコの販路の縮小から、値段が大幅

に下がっています。正月を近くにして、収入の確

保が急がれます。輸出が滞っている現在、生育し

ているホタテの国内消費や付加価値対策につい

て、またナマコや稚貝、半成貝の販路拡大につい

て、市長はこれからの生産者への販売協力をどの

ように進めていこうとしているのかお伺いいたし

ます。

次に３点目、漁業者の現状と長期補償について

であります。処理水の放流は大体30年間続いて行

われると言われていますが、政府は共済の補償を

厚くすると言っています。東京電力株式会社の補

償はまだ未定のようですが、漁業者は一刻も早い

補償を望んでいます。この政府補償はいつからな

されるのか。また、補償は処理水がなくなるまで

継続されると思っていいのかどうか、まだはっき

りしません。

また、当市の漁業者の現状は、人口減少で高齢

者が多くなり、後継者不足が懸念材料になってい

ます。大方の漁業者は、30年も続けば養殖事業に

携わる漁業者はいなくなるし、ナンセンスだと言

っています。補償期間が長くなれば、安全や安心

が守られるという保証がありません。いつまでそ

の補償を受けられるか。また、物価高騰の折、そ

れを加味した収入の確保を早急に考えるべきと思

います。

市では漁業者の現状をしっかりと把握し、早期

に救済対策を講ずるべきですが、東京電力株式会

社の長期補償に対し、市長はどのように考えてい

るのかお伺いいたします。

次に４点目、ホタテ漁業者以外の水産業者の救

済についてであります。当市のホタテ漁業者以外

の養殖業者や鮮魚を扱う水産業者への補償につい

て、影響を受けているのはホタテ産業の漁業者ば

かりではありません。陸地で養殖を手がけている

事業者もあり、仲買の二次産業や加工販売の三次

産業への影響も懸念されています。補償されるべ

き業者は広範囲にわたっています。

当市では、これらのホタテ漁業者以外の鮮魚を

扱う事業者への補償をどのように考えているのか

お伺いいたします。

次に、３項目め、食糧難克服のための当市の将

来ビジョンについてであります。過日、このまま

では青森県は消滅すると発言していた宮下知事

は、11月24日の夕方だったと思いますが、来年の
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春から青森県の将来について考えてみたいと発言

しておりました。

そこで今回は、むつ市の将来について少し提案

してみたいと思います。今気候変動の定まらぬ現

状に鑑み、今後の危機意識の醸成が必要に迫られ

ています。そこで今回は、少し現実から離れた将

来ビジョンについて、私見を交えながら質問させ

ていただきます。

その１点目でございますが、栽培漁業への取組

と可能性についてであります。温暖化のせいでし

ょうか、このまま海水温の上昇が続いていくと、

将来、今までの近海の漁業は立ち行かなくなるよ

うな気がします。2019年度以降サケが激減してい

るという記事を読みましたが、このほかにも回遊

魚のイカやサンマの不漁が数年続いています。外

国では陸地での養殖をしているところも多々見ら

れますが、我が国でも陸地で養殖をするところも

見られるようになってきました。

今年の４月、私たちはサバの養殖をしている佐

賀県唐津市へ視察に行ってまいりました。建屋の

中の陸地の丸い水槽の中で、幼魚から成魚まで育

てているところを見てまいりましたが、すばらし

い経験をしてきたと考えております。今のところ

初歩の段階で、費用対効果が課題となっていまし

たが、いずれ食糧難が喫緊の課題となっていきま

すので、栽培漁業は我が国全体へ波及していくこ

とも考えられます。

また、陸奥湾では温度変化に強く、ホタテがへ

い死しても生育しているアカザラの付加価値をつ

けた養殖も考えてみる必要があると思います。カ

キのように耳をロープにつるし育てる漁業も画期

的な栽培方法だと思います。形はグロテスクで扱

いにくい面もありますが、ホタテと違い、少し硬

めでおいしく、浜では時折蒸して食べられていま

す。アカガイやフジツボ、トリガイ、アカニシな

どとともに、再び生産ベースに乗せることを考え

ることも必要です。食糧難を想定した漁業の将来

像と対策について、市長はビジョンをお持ちでし

ょうか。ご所見をお伺いいたします。

、 。２点目 遊休農地の再開発についてであります

長年の役目を終えた農地が今は荒れ放題になっ

て、里山がなくなり、熊や猿、カモシカなどの野

生動物のすみかになり、誰にも見向きもされなく

なっています。いずれこの場所の再利用を考える

ときが参ります。当市には見放された広大な農地

があり、この土地の再開発を考えてみたらいかが

でしょうか。

世界は人口が増加しています。食料はますます

必要になってまいります。陸の孤島に安住せず、

思い切って再開発に将来を委ね、若者たちに夢と

希望と収入面での安心保証を考え、地元に定着す

る機会を与えて、食料増産に夢を託してみたらい

かがでしょうか。保証と生きがい、働きがいを与

えれば、若者たちは定着すると思います。生成Ａ

Ｉの出現で、これから何が必要になるか分かりま

せん。必要がなくなったものを必要に変える構想

が必要です。安住に甘んじていては、下北半島は

ますます中央からかけ離れ、後れを取ります。

難局の今、当市の将来ビジョンを考えるときと

思います。農地の再開発に夢をつないではいかが

でしょうか。対する市長の思いをお伺いいたしま

す。

、 。３点目 食料生産の基地化についてであります

川内町に適所があります。仲崎地区の脇野沢川に

ある海水のたまっている場所ですが、利用価値が

なく、そのままになっています。隣に県で整備し

た公園があります。海洋保全行政との調整が難点

であると思いますが、そうとばかり言ってはいら

れません。とんでもない発想のようですが、そこ

を埋め立て、陸地にして、食料の生産拠点にした

らと思っています。食料生産の基地化への思いを

お持ちかどうか、市長にお伺いいたします。
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、 。それでは これで壇上からの質問を終わります

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） 東議員のご質問にお答えいた

します。

まず、ホタテ生産等の実態についてのご質問の

１点目から４点目までにつきましては、関連があ

りますので、一括でお答えいたします。

陸奥湾のホタテ養殖につきましては、約50年前

からむつ市漁協、川内町漁協及び脇野沢村漁協に

おいて営まれ、各漁協における令和４年のホタテ

養殖に関する経営体数、生産金額、漁協全体の生

産金額に占める割合は、むつ市漁協が37経営体、

、 、約３億4,000万円で６割 川内町漁協が45経営体

約４億2,000万円で４割及び脇野沢村漁協が28経

営体、約２億8,000万円で４割であり、３漁協と

も最も重要で主要な漁業種類であり、市の経済を

支える大きな産業であると認識しております。

この大切な産業が、燃油、資材等の物価高騰、

高水温によるへい死、ＡＬＰＳ処理水海洋放出に

よる風評被害の真っただ中にありますことから、

あらゆる策を総動員して守り、未来につないでい

く覚悟であります。

まず、高水温被害の状況につきましては、秋季

陸奥湾養殖ホタテガイ実態調査に同行して、ホタ

テのへい死を直接確認しておりますし、３漁協の

組合長との意見交換も行っており、稚貝、２年貝

とも半数程度がへい死し、来年出荷するホタテの

激減は避けられないことを伺っております。

市といたしましては、ホタテガイのへい死は、

ホタテ養殖漁業者の収入を直撃することから、金

銭負担軽減策が漁業者の皆様の支援につながると

考えており、来年１月が更新時期であり、掛金支

払いが発生するホタテガイ特定養殖共済の掛金助

成について、本年度の当初予算で計上している掛

金の５％助成から30％助成へ増やすため、所要の

経費を今定例会にお諮りしているところでありま

す。ホタテガイ特定養殖共済は３漁協の全ての経

営体が加入しているもので、生産金額の減少に応

じて補填される制度でありますことから、負担軽

減と併せて経営の持続化と安定化が図られると考

えております。

次に、ホタテの稚貝の確保でありますが、３漁

協の組合長によると、これまでは陸奥湾内の漁業

者間で融通し合ってきたが、今回は生存している

稚貝が少ないため、組合内での融通もおぼつかな

いのではないかと述べておりました。

陸奥湾のホタテ養殖を守るためには、来年の稚

貝確保も重要でありますので、来春産卵する親貝

の出荷を抑制し、産卵後に出荷する際の損失を補

填するための基金造成を県だけではなく、むつ湾

漁業振興会及びむつ市等の沿岸市町村と県が一丸

となって進めているところであります。

次に、収入激減の場合の市税減免についてであ

りますが、当市においては国が災害救助法に適用

する等極めて大きな災害の発生により、その被災

者の収入が著しく減少した場合には、特別災害に

よる被害者に対する市税減免の特別措置に関する

、 、 、条例に基づき 被災者の市民税 国民健康保険税

介護保険料等の税負担を軽減することとしており

ますので、今後被害の実態が判明し、本条例に該

当する場合は、速やかに減免の手続をご案内して

まいりたいと考えておりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

次に、ＡＬＰＳ処理水の放流についてのご質問

の１点目、当市への影響及び２点目のホタテ貝と

ナマコの販路拡大対策についてでありますが、市

では中国がＡＬＰＳ処理水海洋放出を理由とした

日本産水産物の輸入停止を行うとの情報を知り、

中国への輸出実績の多いホタテやナマコへの影響

を懸念しておりました。

このため、まずは９月に市内のホタテ加工事業
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者を対象としたアンケートを実施し、取引への影

響があることを把握したことから、10月初旬に事

業者の皆様と意見交換会を開催し、被害の影響の

実態を伺ったところであります。

大きな影響としては、中国輸出用の北海道産ホ

タテが日本国内に出回ったため、国内マーケット

向けの青森県産冷凍ベビーホタテの取引が激減

し、大量の在庫を抱えているほか、保管経費が経

営を圧迫しているとのことでありました。

市といたしましては、一刻も早く事態を解消し

たいと考え、まずは首都圏を中心に１都14県で

130店舗を展開する大手スーパーマーケットでの

販売、姉妹都市会津若松市ゆかりの自治体の職員

や議員の皆様への購入協力依頼、ユーチューブに

よるホタテ消費拡大動画配信を実施したところで

あります。

続いて、むつ市内の小・中学校のほか、姉妹都

市である会津若松市や全国青年市長会北海道・東

北ブロックの会員となっている自治体15市427校

の小・中学校に学校給食として提供する冷凍ベビ

ーホタテ消費拡大対策学校給食活用事業、さらに

国内での消費拡大だけではなく、来年１月に台湾

の高雄市においてホタテ加工品のプロモーション

イベントを開催するための所要の経費を今定例会

に提案しているところであります。これらの取組

を通じて、消費拡大と新たな販路の開拓、そして

当市のホタテの高付加価値化を図ってまいりま

す。

次に、ご質問の３点目の漁業者の現状と長期補

償及び４点目のホタテ漁業者以外の水産業者の救

済についてでありますが、ＡＬＰＳ処理水を放出

している東京電力株式会社では、風評被害等が発

生した場合は統計データなどを活用して対象地域

における風評被害の有無を確認し、適切に賠償す

るとしておりますので、被害を受けている事業者

におかれましては、まずは東京電力株式会社に連

絡していただきたいと考えております。

また、風評被害につきましては、漁業、農業、

水産加工業、水産卸売業、観光業のみならず、因

果関係が認められる場合は全ての業種が対象とな

るものと思われます。

市といたしましては、東京電力株式会社のホー

ムページ等に記載のある内容のほか、東京電力株

式会社への連絡方法等をご案内するなどにより、

市内事業者の皆様を支援してまいりたいと考えて

おりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、食糧難克服の将来ビジョンについてのご

質問につきましては、担当部長からの答弁とさせ

ていただきます。

〇議長（冨岡幸夫） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） 食糧難克服の将来ビジョ

ンについてのご質問の１点目、栽培漁業への取組

と可能性についてお答えいたします。

市では、むつ市総合経営計画における農林水産

業の振興として、生産性の向上を掲げ、栽培漁業

の推進に取り組んでおり、ホタテガイ養殖の安定

経営のほか、各種の種苗放流やナマコ資源増殖推

進事業などを支援しております。

また、大畑地区ではサーモン養殖の全国的な先

駆事例となる海峡サーモン養殖が30年以上前から

行われているほか、来年には脇野沢地区において

もサーモン養殖が始まる予定であります。

当市は、三方を特色ある豊かな海に囲まれてお

り、その希有な立地環境は新たな可能性を秘めて

おりますが、栽培漁業の推進のためには今後の海

水温の変動を見据え、試験研究機関等の協力を得

ながら採算性も見込める栽培魚種を研究してまい

りたいと考えておりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

次に、ご質問の２点目、遊休農地の再開発につ

いて及び３点目、食料生産の基地化につきまして

は、関連がありますので、一括でお答えいたしま
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す。

遊休農地対策といたしましては、農地中間管理

事業の活用を促進し、耕作されなくなった農地を

新規就農者や規模拡大を目指す農業者に貸付けを

行うなどにより、遊休農地の発生防止や解消に取

り組んでおります。これに加え、スマート農業を

推進することにより、さらなる遊休農地の解消と

食料の増産が図られるものと考えております。

昨年11月に立地協定を締結した株式会社寅福の

大規模トマト栽培工場が来春から操業開始予定で

あり、このことにより約3.4ヘクタールの農地が

利用されるとともに、年間約1,500トンのトマト

が新たに生産されることとなります。

東議員ご提案の埋立てによる食料の生産拠点化

につきましては、食料生産や雇用等の一定の効果

は見込まれると考えますが、市といたしましては

農地の集積、集約化の推進とスマート技術を活用

した大規模農業や規模拡大による遊休農地の再利

用を促進することにより、効率的な食料生産、新

たな雇用創出、担い手不足の解消、若者の定着な

どを図ってまいりたいと考えておりますので、ご

理解賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 13番。

〇13番（東 健而） ご答弁ありがとうございまし

た。そこで今ホタテの窮状を訴えたような感じで

質問いたしましたけれども、再質問をさせていた

だきます。

ホタテの融通についてでございますけれども、

今まで稚貝は、湾内で生育が順調な漁協から分け

てもらった年もあったようにご答弁をいただきま

したが、今年の場合は異常で、湾の対面にある平

内町漁協でも来年売るホタテがない、危機を抱い

ています。川内町漁協では、生育状況のよい組合

員から、貝がへい死した人に回しているようです

が、へい死率が49％ということですので、一定程

度の分散が確保できているようで、少し安心いた

しました。

ところで、当市の川内町以外の漁協では、融通

対策が講じられていると思いますけれども、どの

ような対策が取られているのか。市の調査はどこ

まで進んでいるのか、お伺いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） お答えいたします。

今川内町の例をおっしゃっていただきました

が、ほかのむつ市漁協、脇野沢村漁協につきまし

ても、川内町漁協とおおよそ同じでありまして、

約半数がへい死しているということでありまし

て、漁業者のばらつきもありますので、組合の中

で融通し合っているということで、川内町漁協と

状況は同じなのかなというふうに考えておりま

す。

以上です。

〇議長（冨岡幸夫） 13番。

〇13番（東 健而） 私がちょっと心配なのは、ホ

タテを持つ、持たない人たちが存在すると、収入

の開きが生じるわけであります。ですので、なる

たけだったら平均したような分散がなされればい

いなということを考えてまいりました。

それから、再質問の２点目でございますけれど

も、産卵後の母貝出荷時に価格の上乗せをすると

いうような声がありましたけれども、脇野沢村漁

協の組合長は、来年以降の母貝を確保するために

１枚も売らずに残すと言っているようですが、こ

れを私は新聞で読みましたけれども、組合長は産

卵後の出荷した貝に対して、価格に上乗せするよ

うな措置が必要とおっしゃっておりました。市長

はこれをどのように受け止めているのかお伺いい

たします。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 母貝の確保に対する対策とい

うことでございますけれども、陸奥湾のホタテ養

、 、殖を守るためには 来年の稚貝確保も重要であり
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また母貝の確保ということも大事でありますの

で、来春産卵する親貝の出荷を抑制して、産卵後

に出荷する際の損失を補填するための基金造成

を、県だけではなくて、むつ湾漁業振興会及びむ

つ市を含めた沿岸市町村と県が一丸となって基金

を造成して対応することとなってございますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 13番。

〇13番（東 健而） ありがとうございました。私

も漁師の村で生まれて育って、今までずっと漁師

の人たちとつながりを持ってまいりましたので、

ある程度の情報というのは聞いているような感じ

をしておりますけれども、とにかく今は大変な時

期を迎えているわけであります。ですので、今の

現状を的確に捉えていただきまして、とにかくで

きるだけの、例えばさっき話をいたしました税の

減免措置まで踏み込めるかどうか分かりませんけ

れども、そこら辺まで踏み込まなければならない

状況にならないように、市では的確な対処をして

いただきたいと思います。

そして、次に３点目の再質問でございますが、

11月26日の新聞を読みましたが、県では補正で追

加対策に５億円の支援を検討し、また親貝を確保

する取組と経営安定を図るため、融資に関する負

担軽減策も講じるようであります。

そこで、県と歩調を同じくするのではないかと

思っておりますけれども、市では市独自の検討課

題をお持ちかどうかお伺いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 東議員と同じように、私自身

もホタテの町で育ちましたので、今回の漁業者の

皆さんの声というのは私にも痛切に届いてござい

まして、県の対応についてもしっかりと調べてご

。 、ざいます 県の５億円の支援パッケージの中には

先ほど申し上げた親貝確保の基金として、これは

県の事業費５億5,703万8,000円が補正予算に計上

されておりますけれども、うち県の事業費は３億

1,867万1,000円となってございまして、具体的に

申し上げますとホタテガイ親貝確保緊急支援事業

につきましては、基金造成額４億円のうち、県が

２億円、またむつ市を含む沿岸市町村、またむつ

湾漁業振興会が２億円を負担をして、合わせて４

億円の基金を実施いたしますし、また漁業者の皆

様が低金利で融資を受けることができるよう、利

子負担についても市と県が検討しております。こ

れは県だけではございません。

同じように、これに加えて、ほかの自治体では

まだ対策がない中で、首都圏スーパーへの独自の

販路開拓、会津若松市をはじめとしたゆかりの市

町村への購入協力依頼、ユーチューブによる消費

拡大、市内小・中学校を含めた給食提供、さらに

は人口が270万人を誇る高雄市への販路開拓、加

えて市の独自の漁業共済掛金への支援と、私のト

ップセールスをはじめ、関係課だけではなくて全

庁一丸となって、市職員もそれぞれ市の独自の取

組に向けて、私自身はむつ市の職員のホタテに対

する取組は、県内だけではなくて北海道の市町村

も含めて、どこの市町村にも負けない真摯な対応

をしていると考えておりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 13番。

〇13番（東 健而） ありがとうございました。ご

答弁を聞いて、対策は相当進んでいるような印象

を受けました。

我が国の海産物を扱う人たちは、今でなく、こ

れから相当なダメージを受けると思います。当市

では、井田議員のように仕事をしている人たちや

関連する業種の人たちも影響を受けるのは自明の

。 、理であります 市長には市民生活の安定を第一に

国や県と歩調を合わせ、先を見据えた万全の対策

をお考えいただきたいと思います。

また、今情勢は刻々と変わってきています。我
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が国の上川外務大臣と中国の王毅外相との対話の

中で、中国がＡＬＰＳ処理水問題に対する独自の

関与を認めれば、事態打開の糸口になるような発

言が出てまいりました。中国の不買に対する対応

と今後の我が国の方針を見守っていきたいと思い

ます。どうも市長、ありがとうございました。

これで、むつ市議会第258回定例会の質問を終

わります。ありがとうございました。

〇議長（冨岡幸夫） これで、東健而議員の質問を

終わります。

、 。ここで 午後１時55分まで暫時休憩いたします

午後 １時４６分 休憩

午後 １時５５分 再開

〇議長（冨岡幸夫） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎佐藤広政議員

〇議長（冨岡幸夫） 次は、佐藤広政議員の登壇を

求めます。12番佐藤広政議員。

（12番 佐藤広政議員登壇）

〇12番（佐藤広政） こんにちは。市誠クラブ、佐

藤広政でございます。改選後初の定例会での一般

質問であります。万里一空の精神で精進してまい

りますので、先輩議員、同僚議員、そして山本市

長をはじめといたします理事者の皆様、どうぞご

指導、ご鞭撻、よろしくお願い申し上げます。

さて、それではむつ市議会第258回定例会にて

通告に従いまして一般質問をさせていただきま

す。理事者の皆様の明確なご答弁をよろしくお願

い申し上げます。３項目３点を質問させていただ

きます。

まず１項目めは、小・中学校給食費無償化につ

いてであります。むつ市は、ゼロ歳から18歳まで

の医療費無償化は実現されております。また、国

・県・市として様々な子育て支援を講じていただ

いてはおりますが、給食費に関しては無償化がま

だ実施に至っておりません。子育て世代が待ち望

んでいる施策として、給食費無償化は悲願である

ものと感じております。

そこで、小・中学校給食費無償化に関して、ご

所感をお伺いいたします。

続きまして、投票区の再編についてお伺いいた

します。再編についてはヒアリングで協議をして

おりますが、内容的にご容赦をいただくこともあ

ると思います。昨日先輩議員からも選挙投票率の

件のお話がありましたが、本年度は選挙の年であ

りました。直近では、むつ市議会議員一般選挙が

行われたのですが、まず基本的なことをお尋ねい

たします。ポスターの掲示板の数と、それに係る

経費、また投票所の数と経費はどのようになって

いるのかお尋ねいたします。

３項目めは、先般発表されました財政中期見通

し2023についてお伺いいたします。財政健全化に

向けた重点項目の中に補助金等の見直し、一部事

務組合基金等の削減という目標がありました。

そこで、一部事務組合負担金等の削減が目標に

なっておりますが、削減への具体的な取組と今後

の見通しについてお伺いいたします。

以上、３項目３点を壇上からの質問とさせてい

ただきます。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） 佐藤広政議員のご質問にお答

えいたします。

まず、教育行政についてのご質問、小・中学校

の給食費無償化についてお答えいたします。学校

給食の実施に当たっては、学校給食法の中で必要

な施設及び設備に要する経費並びに学校給食の運

営に要する人件費及び施設設備の修繕費を設置者

の負担とする。そして、そのほか学校給食に要す
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る経費は、学校給食を受ける児童・生徒の保護者

の負担とすると定められており、当市におきまし

ては法に基づいた経費負担により学校給食の運営

を行っているところでありますが、現在国や県も

学校給食の無償化について検討を始めていること

から、市といたしましても子育て支援と学校の負

担軽減の観点から、早期実施を目指し、国や県の

動向を注視し、検討を重ねてまいりたいと考えて

おりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、そのほかにいただいたご質問につきまし

ては、選挙管理委員会及び担当部長からの答弁と

させていただきます。

〇議長（冨岡幸夫） 選挙管理委員会委員長。

（畑中政勝選挙管理委員会委員長

登壇）

〇選挙管理委員会委員長（畑中政勝） 佐藤広政議

員の選挙についてのご質問にお答えいたします。

まず、ポスター掲示場につきましては、公職選

挙法などにより設置数が規定されており、当市で

は平成31年の青森県議会議員一般選挙以降は

400か所として各選挙を実施しております。

また、その経費につきましては、直近のむつ市

議会議員一般選挙では掲示場の設置費用とアルミ

パネルのリース費用を合わせまして約2,306万円

となっております。

次に、投票所につきましては、現在69か所とな

っており、経費の大部分は人件費で約946万円と

なっております。

〇議長（冨岡幸夫） 財務部長。

〇財務部長（松谷 勇） ご質問の３点目、財政中

期見通し2023についてのご質問、一部事務組合負

担金等の削減が目標になっているが、削減への具

体的な取組と今後の見通しについてお答えいたし

ます。

初めに、削減への具体的な取組についてであり

ますが、今般策定いたしました財政中期見通しで

は、財政健全化の目標と重点事項の一つに一部事

務組合負担金の削減を含めた補助費等の見直しの

効果として、令和５年度から令和９年度の５年間

。で２億6,960万円の削減を目標に掲げております

具体的には、下北医療センターでは赤字補填と

して１億円以上の負担金を支出しているむつリハ

ビリテーション病院におきまして、透析部門の新

たな開設による収益の増加に伴い、４年間で２億

2,000万円の負担金が削減できるものと見込んで

おります。

また 下北地域広域行政事務組合では 平成31年、 、

に策定したむつ市消防ビジョンに盛り込まれてい

る消防力の維持に配慮した職員配置の見直しによ

る人件費の削減に伴い、５年間で4,960万円の負

担金が削減できるものと見込んでおります。

次に、今後の見通しについてでありますが、留

意点として新ごみ処理施設やむつ総合病院新病棟

の建設等に伴う一部事務組合に対する負担金の増

額が見込まれております。

今後におきましても、市民の皆様からのご理解

とご協力の下、社会情勢や国・県の動向等も注視

しながら、行政の効率化とスリム化、事務事業の

見直し、財源の確保といった取組を推進していく

ことで持続可能な財政運営を目指してまいります

ので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

（ ） 。〇12番 佐藤広政 ご答弁ありがとうございます

それでは、順番に再質問をさせていただきます。

まずは、小・中学校給食費無償化についての再

質問をさせていただきます。早期実現を目指して

いただけるというご答弁の内容をいただきまし

た。

そこで質問なのですが、実施のめどは大体です

、 、 。が ついているのでしょうか お願いいたします

〇議長（冨岡幸夫） 教育部長。

〇教育部長（伊藤大治郎） お答えいたします。
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保護者の負担減や学校における徴収事務の軽減

のため、できる限り早い実施を目指しますので、

ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

〇12番（佐藤広政） ありがとうございます。それ

では、実施することに対して障害等があるのかお

尋ねいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 教育部長。

〇教育部長（伊藤大治郎） お答えいたします。

学校における事務作業が増えないよう、実施方

法についてしっかり検討することが必要となりま

す。また、安定した財源確保が必要であると考え

ております。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

〇12番（佐藤広政） 財源確保というのは非常に重

要であり、実施した場合、恒久的な財源は絶対で

はありますが、実施した場合の小学校、中学校の

費用はどれくらいになるのか積算しているのでし

ょうか。お分かりになるのであればお願いいたし

ます。

〇議長（冨岡幸夫） 教育部長。

〇教育部長（伊藤大治郎） お答えいたします。

現在の児童・生徒数から概算で２億4,000万円

ほどの費用を試算しております。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

〇12番（佐藤広政） ありがとうございます。今ご

答弁いただいたように、概算で２億4,000万円と

いうことでございました。多額の費用負担が発生

、 、いたしますが 財源の確保等大変ではありますが

例えば中学校から始めるとか、段階的に始めるよ

うな考えはございますでしょうか、お尋ねいたし

ます。

〇議長（冨岡幸夫） 教育部長。

〇教育部長（伊藤大治郎） お答えいたします。

教育委員会といたしましては、基本的に市内小

・中学校全校で検討しております。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

〇12番（佐藤広政） ありがとうございます。小・

中学校一斉に実施するということではございまし

たが、それでは今度は財源についてお伺いいたし

ます。

財政負担はどのようにお考えなのか、お尋ねい

たします。

〇議長（冨岡幸夫） 教育部長。

〇教育部長（伊藤大治郎） お答えいたします。

現時点におきまして、一般財源を想定しており

ます。当初予算方針においても、教育、子育ての

環境の充実を最重点事項としておりますことか

ら、実現に向け、活用できる国や県の補助金、交

付金などの活用も含め、検討してまいりたいと考

えております。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

〇12番（佐藤広政） 前向きなご答弁、ありがとう

ございます。教育、子育て環境の充実を最重点事

項としているというご答弁をいただきました。

それでは、子育て政策の中で、給食費無償化の

優先順位は上位に位置しておりますでしょうか、

お伺いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 教育部長。

〇教育部長（伊藤大治郎） お答えいたします。

子育て、教育といった面からも、優先順位は高

いものと考えております。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

〇12番（佐藤広政） ありがとうございます。ご答

弁いただいたように、優先順位は高いものという

ことでご答弁をいただきました。とても心強く思

っております。

財源の確保が必要であることは分かっておりま

すが、給食費無償化は子育て世代の皆様の負担軽

減はもちろんのことで、学校での教職員の皆様の

負担軽減にもつながります。

また、これは持論なのですが、給食費無償化で
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浮いた負担は、必ず市内経済にも寄与するものと

思っております。

最後に、市長にお尋ねしたいと思います。給食

費無償化についてのご所見をお願い申し上げま

す。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 教育部長からも答弁させてい

ただきましたとおり、新年度当初予算の方針にお

きまして、教育、子育て環境の充実を最重点事項

としておりまして、優先順位は高いものの、給食

の無償化には約２億4,000万円弱の予算が必要に

なってまいります。このことから、佐藤議員が壇

上で紹介いたしました今年度、４月からスタート

いたしました18歳までの医療費無償化をスタート

するに当たりまして、予算ベースで１億5,317万

円、今年度予算に計上してございます。

また、その拡充分、これまでも乳幼児医療の無

償化というのをやっておりましたけれども、18歳

まで所得制限なしで拡充したということで、予算

額で8,561万円の予算を工面するのに、今年度ま

でかなりの期間を要して財政シミュレーションし

ながら前市長が英断をしたということでございま

す。

そういったことからも、8,500万円を捻出する

、 、にも 当市にとっては大きな一歩を踏み出したと

そう言っても過言ではないと思いますけれども、

その３倍の予算が必要となります給食費の無償化

には、事業のスクラップをはじめ、今後むつ市の

未来を見据えて大きな決断が必要であると考えて

ございます。私自身、子供たちの笑顔輝くむつ市

のために、全庁一丸となって当初予算編成過程の

中で議会で出ましたご意見も踏まえて前向き、か

つ実現に向けて取り組んでまいりたいと存じま

す。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

〇12番（佐藤広政） ありがとうございます。本当

に予算的には、先ほども市長のほうで8,000万円

強を捻出するにも大変、それは当然なことなので

す。国・県等の動向等もあるとは思うのですが、

ともかく前向きに、できれば来年度から実施でき

るような形を取れると大変皆さんが喜んでくれる

のではないかと思いますが、これは財政との関係

等もありますので、ぜひとも前向きに早期実現に

向けてお願いを申し上げたいと思います。

続きまして、投票区再編についての再質問をさ

せていただきます。ご答弁いただきました中でポ

スター掲示板400か所で2,306万円、これは１か所

当たりで５万7,000円かかっているという計算に

なります。投票所も69か所で946万円、これは１

か所で13万7,000円、これは人件費ということで

経費がかかっていると思いますが。

そこで再質問なのですが、人口減少に伴い、ポ

スター掲示板、投票所の数の再考はどのように検

討しているのかお尋ねいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 選挙管理委員会事務局長。

〇選挙管理委員会事務局長（工藤淳一） お答えい

たします。

ポスター掲示場の数につきましては、公職選挙

法等の規定によりまして、１投票区につき５か所

以上10か所以内で、投票区ごとに選挙人名簿登録

者数と面積から算定することとされております

が、特別の事情がある場合には、あらかじめ都道

府県の選挙管理委員会と協議の上、その総数を減

ずることができるとされております。合併直後の

むつ市では、480か所の掲示場を設置しておりま

したが、その後人口減少等に伴い、青森県選挙管

理委員会との協議により、段階的にその数を減ら

し、現在の400か所となっているところでありま

す。

また、投票所の数につきましては現在見直しを

行っており、関係する地域の皆様や町内会等のご

意見をいただきながら進めていくとともに、見直
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しの対象となる地域の有権者の皆様に対する負担

軽減対策として、投票所への移動支援、移動期日

前投票所の設置なども併せて検討してまいりたい

と考えておりますので、ご理解賜りたいと存じま

す。

以上です。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

〇12番（佐藤広政） ありがとうございます。減ら

して今回400か所ということでございました。た

だ、選挙公報も各家庭に配布されていることを考

えますと、私の考えではございますが、屋外ポス

ター掲示板は減らすことを検討すべきではないか

と考えます。それによって財政負担が少しでも軽

減されることによって、市民の皆様に還元できる

のではないかなと思っております。ぜひ再検討し

ていただける機会をいただければと思います。

また、投票所につきましては、見直しをしてい

るというご答弁をいただきました。減らすことに

よって様々な問題があるとは思われますが、投票

所への移動支援等は、よく私が聞くことでは、候

補者の方、または後援会の方がしているというよ

うな声も聞いたことがあります。公平性を保つた

めにも、公的にやっていただくことをぜひお願い

申し上げます。

しかし、これだけの経費をかけているにもかか

わらず、投票率が低下しております。一概に選挙

管理委員会が原因ではないのですが、若年層の選

挙への関心のなさや政策論争の乏しさ等々、数々

挙げられるとは思いますが、そこで質問させてい

ただきます。

投票率の低下についての検証はどのようにして

おりますでしょうか、お尋ねいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 選挙管理委員会事務局長。

〇選挙管理委員会事務局長（工藤淳一） お答えし

ます。

投票率の低下につきましては、公益財団法人明

るい選挙推進協会が令和元年の統一地方選挙後に

行った全国意識調査におきまして、投票を棄権し

た理由で最も多い回答が「選挙にあまり関心がな

かったから」ということになっております。特に

若年層の政治に対する関心の低さ、政策への無関

心等が要因とされておりまして、当市におきまし

ても同様の傾向により投票率が低下しているので

はないかと考えております。

以上です。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

〇12番（佐藤広政） ありがとうございます。若年

層の投票率の低下という問題が今のご答弁の中に

ありました。政治への無関心、諦め等々考えられ

るとは思いますが、それには私を含めまして我々

議員も一段と努力をしていかなければならないと

思いますが、逆に投票率を上げるための施策はど

のようにお考えなのかお尋ねいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 選挙管理委員会事務局長。

〇選挙管理委員会事務局長（工藤淳一） お答えい

たします。

投票率向上の施策といたしましては、若年層へ

の選挙啓発として市内の高等学校及び大学へ期日

前投票所を設置しております。

、 、また それ以外の一般の取組といたしましては

商業施設への期日前投票所の設置、市ホームペー

ジへの選挙公報の掲載、ＳＮＳやエフエムアジュ

ールによる広報のほか、市内スーパー等へ店内放

送やチラシによる選挙啓発の依頼等を行っており

ます。

また、今後の投票区の再編及び再編に伴う有権

者の負担軽減対策により、投票環境の整備、充実

を図り、投票率向上につなげていきたいと考えて

おります。

以上です。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

〇12番（佐藤広政） ありがとうございます。様々
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な形での投票啓蒙活動を実施していただいている

と思います。

また、期日前投票の割合もかなり上昇している

のではないかとは思います。投票所の再編と同時

、 、に 期日前投票所の増設も考慮していただければ

また投票率が上がるのではないかなと感じてもお

ります。

これは私の考え、要望なのですが、最後に当選

後での挨拶が禁止されていることをしっかりと有

権者の皆様にもお伝えいただけないかと思いま

す。お願いのときだけ来て、当選したら全然来な

いなんていうお話をされてしまうことが多々ござ

います。この公共の電波で伝えて大変申し訳ない

のですが、行きたいけれども、行けないというこ

とでご理解していただけるよう、ぜひとも市民の

皆さんには啓蒙活動のほうをよろしくお願い申し

上げます。

続きまして、３点目の財政中期見通し2023につ

いて再質問をさせていただきます。先ほどのご答

弁いただいた中に、むつリハビリテーション病院

にての赤字解消といいますか、新たに透析部門の

開設により増収になるというお話でした。透析患

者の皆様にはかなりのご不便をおかけしておりま

したが、これで少しは解消されるのではないかな

と私個人的には思っております。

また、消防でもむつ市消防ビジョンの職員配置

見直しでの人件費の削減ができるということでも

ございました。しかしながら、むつ総合病院の建

設にて、先般入札が不調となりました。その建設

費負担等について、計画にどのように反映されて

いるのか。また、今後の入札不調による影響で削

減は難しいのではないかと考えますが、その辺の

ところはどのようなお考えをお持ちでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 理事者側に申し上げますが、

一部事務組合の範囲に入りますので、答えられる

範囲でお願いをしたいと思います。

財務部長。

〇財務部長（松谷 勇） お答えいたします。

新病棟建設の不調の影響ということでございま

すけれども、今後のスケジュールが未定となって

おりますことから、従来までの令和９年度の供用

開始ということで、係る負担金等について計上さ

せていただいております。

、 、また 建設に伴う負担金のシミュレーションは

地方債の償還が終わる令和40年度まで行っており

ますけれども、本計画では主に令和８年度から建

設費、また令和９年度から医療機器購入費に伴う

負担金というものを見込んでおります。現在の計

画では 令和９年度にピークとなる約18億3,000万、

円を計上、これは令和５年度と比較いたしますと

約４億5,000万円の増となっております。

次に、入札不調による影響についてでございま

すけれども、今後スケジュールの繰延べ及び建設

費の増加が予想されますが、本計画でお示しした

削減項目に沿って確実に、まずは財源対策を講じ

るとともに、むつ総合病院においても内部管理経

費等の削減に努めていただくほか、交付税や補助

金等の増額について国や県等に要望するなどし

て、新たな財源の確保により負担金の圧縮に努め

てまいります。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

〇12番（佐藤広政） ありがとうございます。昨今

の世界情勢等を考えますと、経費増大等は否めな

いのかもしれませんが、ない袖は振れないという

言葉もございます。新たな財源の確保や経費等の

削減等は絶対必要になるとは思われますが、さら

なる経費圧縮に努めていただきたいと思います。

経費圧縮ということではありますが、消防体制

についても基準財政需要額を９億円以上上回る状

況でありますというふうに書かれております。

20年先を見据えたむつ市消防ビジョン策定を平

成31年に行ってはおりますが、また当時と状況が
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かなり変わっていると思いますが、どのように捉

えておりますでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 財務部長。

〇財務部長（松谷 勇） お答えいたします。

むつ市消防ビジョンにつきましては、人員配置

計画や車両更新計画の検討など進捗管理について

毎年行っておりまして、策定から５年経過する今

年度は消防ビジョンの見直しのタイミングではご

ざいますけれども、方針としては大きな変更はな

いものと考えております。

一方で、策定した当時と比較いたしまして、例

えばですが、川内及び脇野沢の消防分署の建設に

つきましては、津波の浸水想定区域が変更となっ

たことや物価高騰などの策定当時から社会情勢が

大きく変わっておりまして、事業費も増額となる

ことが予想されております。

財政中期見通しにおきましては、そのような状

況の変化にも対応できるよう、補助金や有利な地

方債の活用等財源の確保に努めてまいりたいと考

えております。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

〇12番（佐藤広政） ありがとうございます。ただ

、 、いまご答弁いただきましたように 要は経費圧縮

補助金、そして有利な地方債ということになるの

ではないかと思います。

しかし、消防という市民の皆さんの安全、安心

等を確保する上で非常に重要なものでありますの

で、数や予算で決定するのではなく、市民目線で

の策定をお願いいたします。

例えばではありますが、むつ総合病院新病棟建

設や新ごみ処理施設の運営に伴う長期的な負担や

20年先を見据えた消防ビジョン等を考慮すると、

５年ではなく10年、20年といった長期的な計画策

定が必要なのではないかと考えますが、その辺は

いかがお考えでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 財政中期見通しにつきまして

、 、は 財政の中期的な見通しを見える化することで

市の財政状況を市民の皆様と共有してご理解をい

ただくために財源対策として実施されている各種

施策をはじめ、むつ市全般にわたってのご協力を

いただくことを目的として、平成27年度から策定

してございます。

佐藤議員おっしゃるとおり、10年、20年先のこ

とを見据えて財政運営するべきではないかという

ご提案でありますけれども、市の内部の中では、

先ほど財務部長から答弁しましたとおり、令和

40年までの地方債の償還のシミュレーション、こ

れは一部事務組合下北医療センターに対する建設

費のシミュレーションでありますけれども、そう

いった10年先、20年先のシミュレーションを踏ま

えて財政運営をさせていただいておりますので、

市民の皆様に公開しているのは５年先の財政シミ

ュレーションということでありますけれども、市

といたしましては10年先、20年先を見据えて財政

シミュレーションをしておりますので、ご理解賜

りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

〇12番（佐藤広政） ありがとうございます。別途

長期的なシミュレーションを行っているというこ

とでもありますので、昨今の様々な状況を考えま

すと、このような状況になるとは５年前には誰も

想像し得なかったし、また考えもしないような状

況下であることを考慮すれば、５年ごとの計画の

策定がベストでもあり、また市民に対しての見え

る化をするということでも５年というのは必要な

のかなと納得させていただきました。いずれにせ

よ、財政中期見通し2023が確実に履行されること

をご期待申し上げます。

るる質問を重ねてまいりましたが、市民の皆様

の負担軽減、それは世代を超えた共通の願いでも

あります 「笑顔かがやく 希望のまち むつ」。
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の実現のため、２期目任期の最初の一般質問をさ

せていただきました。私自身も万里一空の精神で

精進していくつもりでございます。そして、市民

の皆様が夢を抱き生活をしていくことが私の夢で

もあります。

それでは、この言葉で一般質問を終わらせてい

ただきます。今回は長いです 「夢なき者は理想。

なし、理想なき者は信念なし、信念なき者は計画

なし、計画なき者は実行なし、実行なき者は成果

なし、成果なき者は幸福なし、故に幸福を求むる

者は夢なかるべからず 。渋沢栄一。ありがとう」

ございました。

〇議長（冨岡幸夫） これで、佐藤広政議員の質問

を終わります。

◎散会の宣告

〇議長（冨岡幸夫） 以上で本日の日程は全部終わ

りました。

なお、明12月９日及び10日は休日のため休会と

し、12月11日は住吉年広議員、高橋征志議員、杉

、 。浦弘樹議員 中村正志議員の一般質問を行います

本日はこれで散会いたします。

午後 ２時２９分 散会
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